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令令和和５５年年度度 多多摩摩ニニュューータタウウンン環環境境組組合合のの事事務務事事業業のの概概要要

１１ 主主なな取取組組みみ

当組合は、「ごみ処理施設の設置及び運営に関すること」「廃棄物のごみ処理施設から最終処分場

までの運搬に関すること」の２つの役割を担うため、平成５年４月に設立されました。以来、多摩

清掃工場にて、構成市（八王子市・町田市・多摩市）内で収集されたごみの無害化・減容化・資源

化といった中間処理を行い、その残渣を最終処分場へ運搬しています。

経営方針である「環境にやさしい安全で開かれた多摩清掃工場」を実現するため、令和５年度か

ら令和９年度までの５年間の取組みを定めた「中期経営計画ビジョン 」を経営の柱とし、環境

マネジメントシステム（ ）の管理手法により、各種の取組みを進めました。

令和５年 月 日に、多摩清掃工場において電気設備火災が発生しましたが、市民生活へ影響

がでないよう、早期復旧に向け対応しました。

（（１１））多多摩摩清清掃掃工工場場のの電電気気設設備備火火災災ににつついいてて

令和５年 月 日に、焼却棟１階受変電室保安動力変圧器盤で火災が発生し、焼却炉 ３号

及び発電機などが損傷しました。そのため、年末年始を除いて、 月 日から令和６年２月９

日まで多摩清掃工場にてごみ受入が不可能となり、「多摩ニュータウン環境組合及び同組合の構成

市間におけるごみ処理応援体制実施協定書」、「多摩地域ごみ処理広域支援体制実施協定書」に基

づき、八王子市、町田市及び多摩川衛生組合にごみ処理をしていただくとともに、早期復旧に向

け対応しました。２月 日からは、火災当時整備中であった焼却炉 ２号 を立上げることができ、

ごみ焼却は可能となりました。令和６年度も、損傷した焼却炉及び発電機などの完全復旧に向け

対応を行ってまいります。

（（２２））ごごみみのの搬搬入入量量ににつついいてて

処理区域内約 万人の市民生活を支えるごみ処理施設として、地域から排出されたごみを適

切に処理するとともに、ごみ処理に伴う環境負荷の低減に努めながら、燃焼により生じたエネル

ギーの有効活用を図る事業展開を行いました。令和４年４月から４年間の期間限定で、町田市の

清掃工場で処理しきれない家庭ごみについて、年間 ｔを上限に支援ごみとして受入れてお

り、令和５年度の処理区域外からの支援及び応援ごみを含めた全ごみ搬入量は ｔでした。

処理区域から搬入された可燃ごみ量は ｔでした。各市の搬入量は、八王子市 ｔ

（ ％）、町田市 ｔ（ ％）、多摩市 ｔ（ ％）となっています。また、不燃

ごみ、粗大ごみ量は ｔでした。各市の搬入量は、八王子市 ｔ（ ％）、町田市

ｔ（ ％）、多摩市 ｔ（ ％）となっています。

処理区域外からの搬入量は、町田市からの支援ごみ ｔ、令和５年 月４日に起きた町田

市の清掃工場火災に対する応援としては、可燃ごみ ｔ、不燃ごみ ｔでした。

（（３３））環環境境へへのの取取組組みみににつついいてて

環境に配慮した清掃工場として、環境法令等の基準より厳しい自主規制運用値を設定していま

す。排ガス、焼却灰、放流下水道等の測定結果については、引き続き、自主規制値を下回ってい

ます。

また、二酸化炭素削減の取組みとして、令和４年度から多摩市と連携して開始した電力地産地

消事業では、小売電気事業者を介して、清掃工場で発電した電気を多摩市内の公共施設へ送りま

した。清掃工場で発電した電気はごみ焼却の副産物であるため、発電の際に発生する二酸化炭素
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は、火力発電に比べて少なくなっています。電気設備火災以降は発電できない状況となっていま

すが、令和６年度は八王子市の公共施設へも送る予定となっています。

（（４４））維維持持管管理理ににつついいてて

工事関係では、長期修繕計画に基づき、施設の適正な維持管理に必要なプラント設備の機器補

修工事を行っています。令和５年度は、排ガス処理設備のろ過式集じん機のろ布を更新し、環境

への取組みを行いました。

また、火災対策として粗大ごみ処理設備の破砕機出口に火花検知システムを設置し、発火直後

の検知ができるようになり、初期対応が可能となりました。

（（５５））地地域域交交流流ににつついいてて

地域交流事業は、毎年 月第３日曜日に開催している「たまかんフェスタ」、当日はあいにく

の雨により、来場者数は 人となりましたが、新たな催しなど、来場された方には楽しんで

いただきました。

年末に開催している「唐木田クリーンアップ作戦」は、電気設備火災の直後であり、縮小開催

となりましたが、 人の方に参加いただきました。

煙突登りのイベントは、冬の焼却炉の埋火期間中に開催しており、焼却炉運転中は立ち入るこ

とが出来ない煙突屋上まで登頂し、冬の澄んだ空気の中、遠くの景色、夕暮れ、夜景などを楽し

んでいただき、 人の方に参加いただきました。

一般施設見学では、 人が来場されました。令和４年度の 人に比べ増加したものの、

コロナ前である令和元年度の 人の６割となっています。施設を知っていただく方法として、

組合ホームページでの見学 の公開や の貸出等も行っています。

（（６６））新新焼焼却却施施設設ににつついいてて

令和４年 月に定めた「多摩清掃工場施設老朽化対応の基本方針」に基づき、新焼却施設につ

いては、現在の焼却施設が安全に安定的に継続できる期間内である令和 年度までに建設し、令

和 年度当初から本稼働とすることを決定しました。

（（７７））中中期期経経営営計計画画ビビジジョョンン ににつついいてて

令和５年３月に策定した新たな中期計画である「中期経営計画ビジョン 」に基づき取組み

を進めました。今後も、多摩清掃工場の経営方針に掲げる「環境にやさしい安全で開かれた多摩

清掃工場」を目指した運営を行ってまいります。

２２ 決決算算ににつついいてて

令和５年度の一般会計歳入歳出決算は、歳入総額 億 万 円、歳出総額 億

万 円で、歳入歳出差引額は 万 円になりました。

（（１１））歳歳入入ににつついいてて

歳入の主な内容は、構成市からの負担金が 億 万 千円で歳入全体の ％を占めて

います。このほか使用料及び手数料が 万 円、財産収入が 万 円、基金からの繰

入金が 億 万 円で ％、令和４年度からの繰越金が 億 万 円で ％、

諸収入が 億 万 円で ％となっています。

諸収入の主な内訳には、町田市と令和３年 月１日に締結した「町田市内の処理区域外地域の

ごみの処理支援に係る協定書」に基づくごみ処理費 億 万円、貴金属の含有率が高い「落

じん灰」の売払いを含む鉄くず等売却代 万 円、小売電気事業者への売電収入 億

 

は、火力発電に比べて少なくなっています。電気設備火災以降は発電できない状況となっていま

すが、令和６年度は八王子市の公共施設へも送る予定となっています。

（（４４））維維持持管管理理ににつついいてて

工事関係では、長期修繕計画に基づき、施設の適正な維持管理に必要なプラント設備の機器補

修工事を行っています。令和５年度は、排ガス処理設備のろ過式集じん機のろ布を更新し、環境

への取組みを行いました。

また、火災対策として粗大ごみ処理設備の破砕機出口に火花検知システムを設置し、発火直後

の検知ができるようになり、初期対応が可能となりました。

（（５５））地地域域交交流流ににつついいてて

地域交流事業は、毎年 月第３日曜日に開催している「たまかんフェスタ」、当日はあいにく

の雨により、来場者数は 人となりましたが、新たな催しなど、来場された方には楽しんで

いただきました。

年末に開催している「唐木田クリーンアップ作戦」は、電気設備火災の直後であり、縮小開催

となりましたが、 人の方に参加いただきました。

煙突登りのイベントは、冬の焼却炉の埋火期間中に開催しており、焼却炉運転中は立ち入るこ

とが出来ない煙突屋上まで登頂し、冬の澄んだ空気の中、遠くの景色、夕暮れ、夜景などを楽し

んでいただき、 人の方に参加いただきました。

一般施設見学では、 人が来場されました。令和４年度の 人に比べ増加したものの、

コロナ前である令和元年度の 人の６割となっています。施設を知っていただく方法として、

組合ホームページでの見学 の公開や の貸出等も行っています。

（（６６））新新焼焼却却施施設設ににつついいてて

令和４年 月に定めた「多摩清掃工場施設老朽化対応の基本方針」に基づき、新焼却施設につ

いては、現在の焼却施設が安全に安定的に継続稼働できる期間内である令和 年度までに建設し、

令和 年度当初から本稼働とすることを決定しました。

（（７７））中中期期経経営営計計画画ビビジジョョンン ににつついいてて

令和５年３月に策定した新たな中期計画である「中期経営計画ビジョン 」に基づき取組み

を進めました。今後も、多摩清掃工場の経営方針に掲げる「環境にやさしい安全で開かれた多摩

清掃工場」を目指した運営を行ってまいります。

２２ 決決算算ににつついいてて

令和５年度の一般会計歳入歳出決算は、歳入総額 億 万 円、歳出総額 億

万 円で、歳入歳出差引額は 万 円になりました。

（（１１））歳歳入入ににつついいてて

歳入の主な内容は、構成市からの負担金が 億 万 千円で歳入全体の ％を占めて

います。このほか使用料及び手数料が 万 円、財産収入が 万 円、基金からの繰

入金が 億 万 円で ％、令和４年度からの繰越金が 億 万 円で ％、

諸収入が 億 万 円で ％となっています。

諸収入の主な内訳には、町田市と令和３年 月１日に締結した「町田市内の処理区域外地域の

ごみの処理支援に係る協定書」に基づくごみ処理費 億 万円、貴金属の含有率が高い「落

じん灰」の売払いを含む鉄くず等売却代 万 円、小売電気事業者への売電収入 億
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万 円などがあります。

（（２２））歳歳出出ににつついいてて

歳出の主な内容は、ごみ処理に要する直接経費や管理経費である処理場費が 億 万

円で ％を占めています。

また、議会に係る経費が議会費として 万 円で ％、諸支出金は基金への積立金とし

て 億 万 円で全体の ％となっています。

（（３３））基基金金ににつついいてて

施設整備基金は、 万 円を積み立て、建築設備更新工事のため 万 円を取

り崩した結果、年度末現在高は、 億 万 円となりました。

財政調整基金は、 億 万 円を積み立て、財源調整や補正予算対応のため 億

万 円を取り崩した結果、年度末残高は 億 万 円となりました。

３３ ごごみみ処処理理ににつついいてて

可燃ごみ焼却量は ｔ、不燃ごみ・粗大ごみ処理量は ｔでした。可燃ごみを焼却処

理する過程で発生する焼却残渣等は資源化し、得られた熱は有効に活用しています。また、不燃・

粗大ごみを選別処理する過程で得られた金属類等は有価物として売却しています。有害ごみ等は

民間の専門処理業者に処理を委託し適正に処理しています。

なお、令和５年 月 日に発生した焼却棟受変電室の保安動力変圧器盤の電気設備火災によ

り、焼却施設は令和６年２月 日まで稼働停止となりました。停止期間中、処理区域内の可燃ご

みと不燃・粗大ごみの一部は、構成市である八王子市と町田市の清掃工場に応援処理を依頼しま

した。また、処理しきれなかった可燃ごみは、多摩川衛生組合に広域支援の処理を依頼しました。

（依頼量の内訳は、本書 ページの「※参考 応援ごみ搬出量」に記載しています。）

なお、この火災の影響で発電機が損傷し発電できない状況が継続しています。隣接する多摩市

総合福祉センターと多摩市立温水プールへの余熱供給は、令和６年２月８日に再開しました。

（（１１））焼焼却却残残渣渣（（主主灰灰・・飛飛灰灰））のの搬搬出出量量ににつついいてて

焼却後に発生した焼却残渣の搬出量は、約 ｔでした。この内、東京たま広域資源循環組

合のエコセメント化施設で資源化したのは、主灰が約 ｔ（応援分含む。）、飛灰が約 ｔで

した。民間施設で資源化したのは、主灰が約 ｔ、飛灰が約 ｔでした。ごみ１ｔを処理して発

生する灰の割合は、主灰が約 ％、飛灰が約 ％となりました。

（（２２））有有価価物物のの搬搬出出量量ににつついいてて

焼却残渣の中から回収した有価物は、鉄類が ｔ、貴金属を含む落じん灰が ｔでした。ま

た、不燃・粗大ごみ等から手選別や機械選別で回収した有価物は ｔで、多摩市から搬入され

た小型家電・金属類から回収した有価物は ｔでした。

（（３３））エエネネルルギギーーのの有有効効活活用用ににつついいてて

可燃ごみを焼却して得られた熱エネルギーは、電気や熱として有効に活用しています。多摩清

掃工場で発電した電力は、まず工場を稼働するための電力として使用し、余った電力は小売電気

事業者に売却しています。発電した電力量は 、余剰電力として売却した電力量は

で、約 世帯が１年間使用する電力となります。熱は多摩清掃工場に隣接す

る多摩市総合福祉センターと多摩市立温水プールに約 供給しており、約 世帯が

１年間に使用する都市ガス量となります。
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１１ 多多摩摩ニニュューータタウウンン環環境境組組合合のの概概要要

（（１１））沿沿革革

昭和 年 月に東京都は多摩ニュータウン区域のごみ処理を目的とした清掃工場を多摩町落合

棚原地区（現在の多摩市唐木田地区）に建設する計画を発表しました。当初は地元住民から「建設

受け入れ反対」の運動が起きましたが、関係機関等との十分な話し合いと条件整備を行い、この多

摩市唐木田に建設された多摩清掃工場（第一期施設）は、昭和 年４月に稼働しました。

多摩清掃工場の管理運営は、多摩市が管理者となり行いましたが、多摩ニュータウン開発の進展

による人口の急激な増加や社会経済の変化があり、八王子市、町田市、多摩市の三市が広域的かつ

適正なごみ処理を行うために設立した多摩ニュータウン環境組合に移管することとなりました。そ

の後、第一期施設の老朽化した施設では、急増するごみ処理が困難となったため、建て替え及び増

設について地元住民と協議を行い、鉄道駅の設置など「 項目」（鉄道駅の設置、公益レクリエーシ

ョン施設の設置、区画整理の実施等）にわたる要望事項について、東京都をはじめとする関係機関

との合意を得て第二期施設（現稼働施設）の建設に至りました。

なお、地元住民で組織された「落合ごみ焼却場対策協議会」は、平成 年度に 項目の要望事

項が実現したことを踏まえ、当初の目的が達成されたとして解散されました。しかしながら、多摩

ニュータウン環境組合では、今後の課題（次期処理施設（第三期施設）を含む老朽化対策について

の基本的な方針策定等の懸案事項）の解消に向け、地元協議会を設置し、清掃工場周辺の地元住民

の方々と健全な信頼関係が引き続き築けるように取り組みを行っています。

 
（（２２））環環境境組組合合でで処処理理すするる事事務務等等  

① 処理する事務 
・ ごみ処理施設の設置及び運営に関すること。 
・ 廃棄物のごみ処理施設から最終処分場までの運搬に関すること。  

② 処理区域（令和４年４月１日から） 
市名 処理区域 

八王子市 下柚木、下柚木二丁目、下柚木三丁目、上柚木、上柚木二丁目、上柚木三丁

目、中山、越野、南陽台一丁目、南陽台二丁目、南陽台三丁目、堀之内、堀

之内二丁目、堀之内三丁目、東中野、大塚、鹿島、松が谷、鑓水、鑓水二丁

目、南大沢一丁目、南大沢二丁目、南大沢三丁目、南大沢四丁目、南大沢五

丁目、松木、別所一丁目、別所二丁目、北野台一丁目、北野台二丁目、北野

台三丁目、北野台四丁目、北野台五丁目、長沼町、絹ヶ丘一丁目、絹ヶ丘二

丁目及び絹ヶ丘三丁目 
町田市 小山ヶ丘一丁目、小山ヶ丘二丁目、小山ヶ丘三丁目、小山ヶ丘四丁目、 

小山ヶ丘五丁目、小山ヶ丘六丁目、小山町字 32 号、大蔵町、真光寺町、 
真光寺一丁目、真光寺二丁目、真光寺三丁目、広袴町、広袴一丁目、広袴二

丁目、広袴三丁目、広袴四丁目、鶴川二丁目 11 番、鶴川二丁目 14 番（鶴川

団地に限る。）、鶴川二丁目 15 番、鶴川五丁目１番から４番まで、鶴川五丁目

６番、鶴川六丁目７番（鶴川団地に限る。）及び鶴川六丁目８番から９番まで 
多摩市 全域 

③ 処理区域内の世帯数及び人口 
 世 帯 数 人 口 

令和５年４月１日 世帯 人 
令和６年４月１日 世帯 人 
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（（３３））環環境境組組合合のの構構成成 令令和和６６年年３３月月 日日現現在在   
① 構 成 市 八王子市、町田市、多摩市 
② 管 理 者 多摩市長 
③ 副 管 理 者 八王子市長、町田市長 
④ 会計管理者 多摩市会計管理者 
⑤ 監 査 委 員 ２人（識見者１人、環境組合議会議員１人） 
⑥ 兼 任 職 員 構成各市の清掃担当部長及び課長 
⑦ 職 員 職員数 人 

組合採用職員（固有職員）６人 
構成市派遣職員 八王子市４人、町田市２人、多摩市８人 

 
（（４４））組組織織図図 令令和和６６年年３３月月 日日現現在在

① 議 会 
 

 
（議員定数９人）   
 

② 事 務 局 
 

  
（多摩市） （多摩市） （８人） 

 
  

（八王子市） 
  
  
      

（組合採用職員）  （８人） 
 
 
 

（多摩市会計管理者兼務）（計画担当課長兼務） （総務担当兼務） 
 

③ 監査委員 
 

  
  （委員 ２人）       

議 会 

管  理  者 
（多摩市長） 
副 管 理 者 
（八王子市長） 
（町田市長） 

 

事 務 局 長 

計画担当課長 

会計管理者 
 

出納課長  
 

監査委 員 

総務課 長 総務担当 

会計担当 

施設課 長 施設担当 

総務課 

施設課 

出納課 
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（（５５））施施設設のの概概要要  
① 土 地 

所 在 地 地 目 面 積 取得年月日 
多摩市唐木田二丁目１番１ 宅 地 ㎡ 多摩市より借用 
多摩市唐木田二丁目１番２ 宅 地 ㎡ 

平成７年３月 日 
多摩市唐木田二丁目１番３ 宅 地 ㎡ 

合 計 ㎡  
 

② 建 物 （焼却棟表中①はその１工事・②はその２工事を表す） 

 焼却棟 
不燃・粗大 
ごみ処理棟 

リサイクル 
センター 

管理棟 

工  期 
平成６年７月～ 
① 平成 年３月 
② 平成 年３月 

平成 年７月～ 
平成 年３月 

平成 年２月～ 
平成 年３月 

構造等 
鉄骨鉄筋コンクリー 
ト造（地下１階、地 
上６階） 

ＲＣ造（一部ＳＲ

Ｃ・Ｓ造、地下１

階、地上５階） 

鉄筋コンクリ

ート造（地上３

階） 

鉄骨造 
（地上３階） 

建築面積 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

計 ㎡ 

延床面積 
(施工図より) 

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

計 ㎡ 

建設費 
① 億 万円

② 億 万円
億 万円

９億 万円

（外構含む） 

計 億 万円

設  計 日立造船㈱ 
日立造船・熊谷・今治 

建設共同企業体 

八千代エンジニヤ

リング㈱ 

施 工 
①日立造船㈱ 
②熊谷・今治・拓栄 
建設共同企業体 

三友・高砂 
西川・植龍 

建設共同企業体 

処理能力 日×２炉

不燃系 
５ ×２系列 

粗大系 
５ ５ ×２系列 

  

発電出力 ｋＷ    
 



― 7 ―

（（６６））環環境境ママネネジジメメンントトシシスステテムム（（ＥＥＭＭＳＳ））

① ＩＳＯ 環境目標とその実績（令和５年４月～令和６年３月）

『環境にやさしい安全で開かれた多摩清掃工場』を実現するため、平成 年( )年３月 
に多摩地区の清掃工場ではじめてＩＳＯ の認証を受けて以来、環境法令等の遵守をは

じめ、環境目標の達成に向けた活動を継続しています。 
◆◆令令和和５５年年度度のの取取組組状状況況

◇ 発生源の区分 ： 順守義務

環 境 目 標 実 施 状 況

環境法令等（自主規制値含む）の規制値の遵守

（大気、悪臭、灰、騒音、振動、水質、放射性物質）
全項目達成

◇ 発生源の区分 ： 著しい環境側面

環 境 目 標 実 施 状 況

余熱を継続的に供給し、 削減を図る（余熱供給停止日数０日） 不適合 日、削減量 ｔ

照明をＬＥＤ管に交換（ 本／月・ 本／年） 実施（ 本／年）

◇ 発生源の区分 ： 利害関係者のニーズ及び期待

環 境 目 標 実 施 状 況

地球温暖化対策報告書の作成 実施

環境報告書の作成 実施

組合主催見学会の実施（煙突登りの実施） 実施

地域連携事業実施 たまかんフェスタ 実施

毎月第４日曜日の一般家庭の粗大ごみ受付 実施（ 件／年）

子供服のリユース 実施（ ㎏／年）

◇ 発生源の区分 ： 内部・外部の課題

環 境 目 標 実 施 状 況

長期修繕計画の実施（令和５年度の防水工事の調査・設計） 実施

長期修繕計画の実施（省エネ機器導入による効果的な実施）） 実施

緊急停止時対応計画の更新 実施※

リチウムイオン電池の処理検討 実施

効果的な薬品の検討（消石灰） 実施

効果的な薬品の検討（活性炭） 実施

電力の有効活用 実施

ＥＭＳを通じて安全衛生や搬出物の品質向上を図る 実施

構成市イベントへの参加 実施（３市４回）

地元協議会の運営 実施（１回／年）※

情報発信の充実（ スタンプ販売・ アカウント取得検討） 実施

新施設に必要な各種計画の作成準備 実施

契約事務の見直し 実施

広域化・集約化の検討 実施

独自の歳入事業の検討 実施

ＥＶ導入の検討 実施

※ 令和６年度に継続して実施。

◇ 発生源の区分 ： 自然環境

環 境 目 標 実 施 状 況

食器リサイクル啓発冊子作成 実施
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➁ 審査機関によるＩＳＯ の更新審査の結果について

多摩ニュータウン環境組合（多摩清掃工場）の環境マネジメントシステムが、ＩＳＯ ：

（ＪＩＳ Ｑ ）の要求事項に適合していて、かつ環境管理活動がシステムに沿って実施さ

れているかを外部審査機関によって審査します。また、ここでは法規制が遵守されているかについ

ても確認します。

令和６年２月６日から７日に株式会社日本環境認証機構によって更新審査が行われ、「改善の機

会１」は３件、「不適合２」は０件、マネジメントシステム及びパフォーマンスの評価は以下のとお

りの結果となりました。結果として、今回の更新審査において、環境マネジメントシステムは適切

に管理され、有効に運用されていると判断されました。

今後、さらなる改善を行い、『環境にやさしい安全で開かれた多摩清掃工場』を実現するため、

より良い環境マネジメントシステムを構築していきます。

 
 
～審査機関所見総括（審査報告書抜粋）～

１ 概要

組織は、本業である一般廃棄物の処理と一体化した省エネ、省資源、法令順守及び社会貢献活

動等の幅広い取組みテーマの継続的推進を進めています。その活動内容は、中期経営計画、環境

報告書、たまかんニュース等により公開され透明性の確保に務めています。今般、 年 月

日に焼却棟変圧器で火災が発生しましたが、迅速な応急対策と外部コミュニケーションにより

通常運転の見通し（ 月 日 を確認しましたが、恒久対策の実施を期待します。一方で、設備

老朽化に対する新設備計画、外部条件であるごみの漸次減少の課題があり、大きな転換点にあり

ます。

２ 要点

ａ） 順守義務に関するプロセスの実施と有効性

大気汚染防止法、ダイオキシン特措法、下水道法、廃棄物処理法等の多岐に亘る要求事項を

「順守義務」表、「環境関連法令等届出・報告一覧表」に特定、定期的な木目細かい監視・測

定及び順守評価を実施し、主たる結果は対外的に公表を継続しており、プロセスの有効性を確

認しました。

ｂ） 組織の状況から計画に至るプロセスの実施と有効性

中期経営計画から抽出された外部・内部の課題、利害関係者のニーズ・期待及び環境側面等

に関連するリスク及び機会を決定し、取組みの計画を策定するプロセスが運用継続されていま

す。 年度は数多くのテーマで概ね達成し、 年度にブラッシュアップされています。

ｃ） 内部監査プロセスの実施と有効性

定期の監査が 年 月 日に実施され、改善の機会 件、グッドポイント 件が抽出さ

れています。監査目的の事前の整理と監査員間の共有化、提案を促す内容を含んだ指摘内容に

より、監査の有効性を確認しました。

ｄ） マネジメントレビューの実施と有効性

年 月 日に実施されたマネジメントレビューは環境管理責任者から今期の活動状況が

報告され、経営者より、その結果を踏まえ、今期中の当工場におけるごみ処理の目的の明確化

を意図した環境方針改定と の管理手法の労働安全、品質管理、防災の各分野へ展開する研

究の着手について指示されています。

１改善の機会：規格の要求事項に不適合とはいえないが、改善するとより良いシステムになるとされた事項。
２不適合：要求事項を満たしていないこと。
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（７）　多摩ニュータウン環境組合中期経営計画ビジョン２０２７について

令和５年度の進捗状況
経営方針 進捗状況

① 長期修繕計画の更新・実施 ＡＡ

② エコセメント化施設更新時の対応 ＡＡ

③ リチウムイオン電池の処理検討

④ 効果的な薬品の検討

⑤ 運転管理業務委託の内容及び業務の効率化の検討 ＡＡ

⑥ 緊急停止時対応計画の更新

⑦ 災害時における施設活用方法の検討 55完完

⑧ 電力の有効活用 ＡＡ

⑨ 二酸化炭素削減・省エネ化の取組の推進

⑩ ＥＶ導入の検討 ＡＡ

⑪ 人財育成方針に基づく効果的な研修の展開 ＡＡ

⑫ 人事計画の見直し

⑬ 事務システムの見直し ＡＡ

⑭ 契約事務の見直し

⑮ 組合独自の歳入事業の検討

⑯ 情報発信の充実 ＡＡ

⑰ リサイクルセンター運営事業の展開 ＡＡ

⑱ 地元協議会の運営

⑲ 地域交流事業の実施

⑳ 構成市イベントへの参加 ＡＡ

㉑ 工場連絡会の充実 ＡＡ

㉒ 広域化・集約化の検討 ＡＡ

４ 新施設を見据えた対
応

⑽ 新施設に向けた準備・検討 ㉓ 新施設に必要な各種計画の作成準備 ＡＡ

＜＜進進捗捗状状況況＞＞    
55完完：：令令和和55年年度度にに完完了了 ＳＳ：：計計画画以以上上にに進進捗捗ししてていいるる
66完完：：令令和和66年年度度にに完完了了 ＡＡ：：計計画画どどおおりりにに進進捗捗ししてていいるる
77完完：：令令和和77年年度度にに完完了了 ＢＢ：：進進捗捗がが遅遅れれてていいるる
88完完：：令令和和88年年度度にに完完了了 ＣＣ：：進進捗捗ななしし  
99完完：：令令和和99年年度度にに完完了了

　令和5年度は、『多摩ニュータウン環境組合中期経営計画「ビジョン２０２７」』（計画期間：令和5年度（2023年度）～令和9年度（2027
年度））の1年目にあたり、その達成に向けて、確実に取り組むとともに、効率的で安定した工場運営を維持できるよう事務事業を展開
しました。
「ビジョン２０２７」では、当組合の経営方針である「環境にやさしい安全で開かれた多摩清掃工場」の実現のため、４つの目標として、
　１　安全で持続可能な循環型社会の推進
　２　効率的で開かれた組合運営の推進
　３　地元住民・構成市との連携の推進
　４　新施設を見据えた対応
を掲げ、目標達成のための10の具体的な取組項目を設定・体系化し、予算・人財を計画的かつ効果的に活用しながら、多岐にわた
る対応すべき課題の解決を目指すもので、次期焼却施設の令和19年度当初の本格稼働を見据えて、当工場を安定稼働させていく
ための取組みや新施設に係る検討も含めた計画としています。

目　標 取組項目 取組内容

環環
境境
にに
やや
ささ
しし
いい
安安
全全
でで
開開
かか
れれ
たた
多多
摩摩
清清
掃掃
工工
場場

１ 安全で持続可能な
循環型社会の推進

⑵ 施設の安定・継続稼働

効果的な人財活用の推進
効率的で開かれた
組合運営の推進

３ 地元住民・構成市
との連携の推進

⑼ 構成市との相互協力の推進

⑸

〇「ビジョン２０２７」の進捗状況について
　２３個ある取組内容のうち、令和５年度は１項目が完了しました。
　「③リチウムイオン電池の処理検討」はサーモカメラ設置や手選別処理強化ができ、「④効果的な薬品の検討」は実機テスト実施と評
価と適した薬品の購入ができ、「⑮組合独自の歳入事業の検討」は資金運用の改善ができ、「⑲地域交流事業の実施」は中高生とイ
ベントを実施でき、年次計画以上に取組みを進めることができたため「S」評価としました。
　「⑥緊急停止時対応計画の更新」は計画の更新ができず、「⑨二酸化炭素削減・省エネ化の取組の推進」は費用対効果の調査ま
で行えず、「⑫人事計画の見直し」は詳細な検討ができず、「⑭契約事務の見直し」は電子入札の実施時期が遅れ、「⑱地元協議会
の運営」は視察研修を実施できず、取り組みが計画より遅れたため「B」評価としました。
　それ以外の項目についても継続的に取組みを進めていきます。

⑻ 地元住民との関係強化

２

⑴ 効果的な維持管理の推進

⑹ 効率的な事務執行の推進

⑺ ニーズに即した啓発事業と情報発信

⑶ 危機管理体制の強化

⑷ 資源・エネルギーの有効活用
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２２ 議議会会にに関関すするる事事項項

（（１１））議議員員のの構構成成

議 員 数 ９人 八王子市議会選出 ３人

町田市議会選出 ３人

多摩市議会選出 ３人

 
（（２２））議議会会のの開開催催状状況況

議 会 会 期 会 期 日 数

令和５年第 回臨時会 令和５年７月 日 １日

令和５年第２回定例会 令和５年 月８日 １日

令和６年第１回定例会 令和６年２月９日 １日

  
（（３３））議議会会のの審審議議結結果果  

管理者提出議案

議 会
議案

番号
議 案

議決

年 月 日

議決

結果

令和５年

第 １ 回

臨 時 会

５

多摩ニュータウン環境組合会計年度任用職員の

任用、勤務条件等に関する条例の一部を改正する

条例を専決処分したことについて

承認

６
令和５年度多摩ニュータウン環境組合一般会計

補正予算（第１号）

原案

可決

７
多摩ニュータウン環境組合監査委員の選任につ

き同意を求めることについて
同意

令和５年

第 ２ 回

定 例 会

８
令和４年度多摩ニュータウン環境組合一般会計

歳入歳出決算の認定について
認定

９
令和５年度多摩ニュータウン環境組合一般会計

補正予算（第２号）

原案

可決

１０
機器補修工事（焼却棟及び不燃・粗大ごみ処理棟

基幹設備整備）請負契約の締結について

原案

可決

令和６年

第 １ 回

定 例 会

１
令和５年度多摩ニュータウン環境組合一般会計

補正予算（第３号）を専決処分したことについて
承認

２

多摩ニュータウン環境組合職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例を専決処分したこと

について

承認
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（（４４））行行政政視視察察  

視 察 地 視察目的 期 間 
町田市バイオエネルギーセンター

八王子市館クリーンセンター 
議員視察研修 令和５年 月２日

令和６年

第 １ 回

定 例 会

３
令和５年度多摩ニュータウン環境組合一般会計

補正予算（第４号）

原案

可決

４
令和６年度多摩ニュータウン環境組合一般会計

予算

原案

可決

５
多摩ニュータウン環境組合職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例の制定について

原案

可決

６
多摩ニュータウン環境組合職員の旅費に関する条

例の一部を改正する条例の制定について

原案

可決

７
多摩ニュータウン環境組合職員の育児休業等に関

する条例の一部を改正する条例の制定について

原案

可決

８

多摩ニュータウン環境組合職員の勤務時間、休

日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について

原案

可決

９

多摩ニュータウン環境組合会計年度任用職員の

任用、勤務条件等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

原案

可決

１０

多摩ニュータウン環境組合管理者等の損害賠償

責任の一部の免責に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について

原案

可決

１１
多摩ニュータウン環境組合職員の自己啓発等休

業に関する条例の制定について

原案

可決

１２
多摩ニュータウン環境組合職員の修学部分休業

に関する条例の制定について

原案

可決

議員提

出議案

第１号

管理者の専決処分事項の指定について
原案

可決
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３３ 監監査査にに関関すするる事事項項

（（１１））監監査査委委員員 （令和６年３月 日現在） 
 氏 名 選 任 日 

代 表 監 査 委 員 花 形 守 康 令和３年４月 日

監 査 委 員 本間 としえ 令和５年７月 日

 
（（２２））現現金金出出納納のの検検査査  

区 分 実 施 日 区 分 実 施 日 備 考

４月 令和５年５月 日 月 令和５年 月 日 現金出納事務につ

いて行った５月
令和５年７月 日

月
令和６年１月 日

６月 月

７月 令和５年８月 日 １月 令和６年２月 日

８月
令和５年 月 日

２月
令和６年４月 日

９月 ３月

（（３３））定定期期監監査査  
区 分 実 施 日 備 考

令和５年度定期監査 令和５年 月 日
事務処理状況及び財産に関する事務執行

状況について行った

 
（（４４））決決算算審審査査  

区 分 実 施 日 備 考

令和４年度決算審査 令和５年８月 日
令和４年度一般会計の決算について行っ

た

４４ 情情報報公公開開審審査査にに関関すするる事事項項

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

年 度 開 催 日 備 考

令和５年度 開催なし 情報公開審査請求なしのため

３３ 監監査査にに関関すするる事事項項

（（１１））監監査査委委員員 （令和６年３月 日現在） 
 氏 名 選 任 日 

代 表 監 査 委 員 花 形 守 康 令和３年４月 日

監 査 委 員 本間 としえ 令和５年７月 日

 
（（２２））現現金金出出納納のの検検査査  

区 分 実 施 日 区 分 実 施 日 備 考

４月 令和５年５月 日 月 令和５年 月 日 現金出納事務につ

いて行った５月
令和５年７月 日

月
令和６年１月 日

６月 月

７月 令和５年８月 日 １月 令和６年２月 日

８月
令和５年 月 日

２月
令和６年４月 日

９月 ３月

（（３３））定定期期監監査査  
区 分 実 施 日 備 考

令和５年度定期監査 令和５年 月 日
事務処理状況及び財産に関する事務執行

状況について行った

 
（（４４））決決算算審審査査  

区 分 実 施 日 備 考

令和４年度決算審査 令和５年８月 日
令和４年度一般会計の決算について行っ

た

４４ 情情報報公公開開審審査査にに関関すするる事事項項

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

年 度 開 催 日 備 考

令和５年度 開催なし 情報公開審査請求なしのため
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５５ 決決算算にに関関すするる事事項項

（（１１））収収支支状状況況 （単位：円）

年

度
予算現額 歳 入 歳 出

差 引

（繰越額）

対前年度増減率（ ）

歳入 歳出

元

２ △ △

３

４ △ △

５

  
 

（（２２））令令和和５５年年度度末末地地方方債債現現在在高高   
地方債の借入残高はありません。
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（（
３３
））
決決
算算
状状
況況

【
歳

　
入

】

【
歳

　
出

】

（（
４４
））
予予
算算
執執
行行
状状
況況

【
歳

　
入

】

【
歳

　
出

】

(
単

位
：

円
）

区
　

分
予

算
現

額

調
定

額
収

入
済

額
不

納
欠

損
額

収
入

未
済

額
予

算
現

額
と

収
入

済
額

と
の

比
較

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
越

財
源

充
当

額

計

会
　

計

一
般

会
計

(
単

位
：

円
）

(
単

位
：

円
）

区
　

分
予

算
現

額

支
出

済
額

継
続

費
逓

次
繰

越

繰
越

明
許

費
繰

越
事

故
繰

越

会
　

計

歳
入

歳
出

差
引

額
当

初
予

算
額

補
正

予
算

額
継

続
費

及
び

繰
越

事
業

費
繰

越
額

予
備

費
支

出
及

び
流

用
増

減

計
不

用
額

一
般

会
計

款
予

算
現

額
収

入
済

額
継

続
費

及
び

繰
越

事
業

費
繰

越
財

源
充

当
額

収
入

済
額

の
構

成
比

予
算

現
額

に
対

す
る

収
入

済
額

の
割

合

（
％

）
（

％
）

(
単

位
：

円
）

予
算

現
額

と
収

入
済

額
と

の
比

較

財
産

収
入

使
用

料
及

び
手

数
料

△
 
5
3
,
5
6
0

分
担

金
及

び
負

担
金

△
 
3
7
,
5
6
7

繰
越

金

繰
入

金

諸
収

入
△

 
1
3
,
6
7
2
,
5
1
9

歳
入

合
計

(
単

位
：

円
）

款
予

算
現

額
支

出
済

額
翌

年
度

繰
越

額
支

出
済

額
の

構
成

比
予

算
現

額
に

対
す

る
支

出
済

額
の

割
合

不
用

額

（
％

）
（

％
）

議
会

費

処
理

場
費

予
備

費

公
債

費

諸
支

出
金

歳
出

合
計
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（（
５５
））
款款
別別
歳歳
入入
決決
算算
額額
のの
推推
移移

決
算

額
決

算
額

決
算

額
決

算
額

決
算

額
　

款
（

構
成

比
）

（
構

成
比

）
（

構
成

比
）

（
構

成
比

）
（

構
成

比
）

（（
６６
））
款款
別別
歳歳
出出
決決
算算
額額
のの
推推
移移

決
算

額
決

算
額

決
算

額
決

算
額

決
算

額
　

 
款

（
構

成
比

）
（

構
成

比
）

（
構

成
比

）
（

構
成

比
）

（
構

成
比

）

令
和

３
年

度

△
 
1
.
0
%

△
 
1
1
.
5
%

△
 
2
6
.
0
%

△
 
1
3
.
4
%

△
 
6
4
.
9
%

△
 
2
4
.
4
%

△
 
3
.
5
%

増
減

率
増

減
率

令
和

３
年

度

△
 
0
.
2
%

△
 
3
4
.
3
%

増
減

率
増

減
率

△
 
1
3
.
5
%

令
和

元
年

度

増
減

率 皆
減

△
 
0
.
1
%

（
単

位
：

円
）

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

△
 
0
.
6
%

△
 
1
0
.
8
%

令
和

２
年

度

増
減

率
増

減
率

分
担

金
及

び
負

担
金

国
庫

支
出

金
△

 
5
0
.
0
%

使
用

料
及

び
手

数
料

財
産

収
入

繰
入

金

△
 
6
.
4
%

△
 
3
6
.
9
%

△
 
3
1
.
5
%

（
単

位
：

円
）

合
計

繰
越

金

△
 
1
.
3
%

諸
収

入
△

 
4
.
5
%

△
 
1
1
.
2
%

△
 
1
.
3
%

増
減

率

令
和

元
年

度

△
 
9
.
5
%

令
和

４
年

度
令

和
２

年
度

予
備

費

令
和

５
年

度

増
減

率
増

減
率

△
 
1
1
.
9
%

処
理

場
費

合
計

△
 
2
.
8
%

議
会

費

公
債

費

諸
支

出
金

△
 
3
.
5
%

△
 
1
3
.
2
%

△
 
4
.
2
%
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（（
７７
））
節節
別別
決決
算算
状状
況況

予
備

費
諸

支
出

金
合

計
公

債
費

組
合

管
理

費
粗
大
ご
み
処
理
費

可
燃

ご
み

処
理

費
災

害
復

旧
費

款
　

　

　
　

節
議

会
費

清
掃

工
場

管
理

費

積
立

金

公
課

費

合
計

構
成

比

原
材

料
費

備
品

購
入

費

負
担

金
補

助
及

び
交

付
金

償
還

金
利

子
及

び
割

引
料

補
償

補
填

及
び

賠
償

金

役
務

費

委
託

料

使
用

料
及

び
賃

借
料

工
事

請
負

費

食
糧

費

印
刷

製
本

費

光
熱

水
費

修
繕

料

報
酬

給
料

職
員

手
当

等

共
済

費

災
害

補
償

費

処
理

場
費

報
償

費

旅
費

交
際

費

需
用

費

消
耗

品
費

燃
料

費

（
単

位
：

円
）

リ
サ
イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
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（（
８８
））
構構
成成
市市
のの
負負
担担
金金
状状
況況

金
額

増
減

率
金

額
増

減
率

金
額

増
減

率
金

額
増

減
率

金
額

増
減

率

△
1
7
.
8

△
1
5
.
8

△
2
4
.
0

△
1
6
.
6

△
1
7
.
2

△
2
.
5

△
2
.
7

△
1
.
2

元
△

1
.
2

△
1
.
3

２
△

3
.
1

３
△

0
.
1

△
3
.
5

△
1
.
3

△
0
.
6

４
△

1
.
5

△
2
7
.
2

△
2
3
.
9

５

※
１

　
平

成
2
2
年

1
0
月

か
ら

八
王

子
市

の
拡

大
区

域
の

処
理

を
行

っ
て

い
た

が
、

令
和

４
年

４
月

に
処

理
区

域
の

変
更

を
行

い
、

拡
大

区
域

の
処

理
は

終
了

し
た

。

（（
９９
））
基基
金金
のの
推推
移移

（
単

位
：

円
）

積
立

額
取

崩
額

年
度

末
残

高
積

立
額

取
崩

額
年

度
末

残
高

元 ２ ３ ４ ５

多
摩

市
合

計
年

度
八

王
子

市
八

王
子

市
拡

大
　

※
１

町
田

市

年
度

施
設

整
備

基
金

財
政

調
整

基
金

（
単

位
：

円
、

％
）
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６６ 職職員員等等にに関関すするる事事項項

（（１１）） 所所属属別別職職員員配配置置状状況況（（令令和和６６年年３３月月 日日現現在在）） （単位：人）

派遣元
事務

局長

総務課 施設課

合計
課長

担当課長
担当主査 主任 主事 課長

担当主査

主査
主任 主事

組合採用職員職員

（固有職員）
１ １ １ ２ １ ６

八 王 子 市 １ １ ２ ４

町 田 市 １ １ ２

多 摩 市 １ １ ４ １ １ ８

計 １ ２ ２ ５ １ １ ３ ２ ３

 

（（２２）） 人人件件費費等等のの決決算算状状況況 （単位：円）

職員数 
（人） 

給 与 費 市町村職員共済

組合負担金 
合 計 

給 料 職員手当 計 

〔職員手当の内訳〕 （単位：円） 
扶 養 手 当 地 域 手 当 超過勤務手当 管理職手当 期 末 手 当 勤勉手当 

 

通勤手当 住居手当 休日勤務手当 管理職特別 児童手当 

 
退職手当組合負担金 合 計 
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（（３３））特特別別職職のの報報酬酬（（令令和和５５年年４４月月）） （単位：円）

区 分 報酬の月額 
管 理 者 
副 管 理 者 

議 会 
議 長 
副 議 長 
議 員 

監査委員 
識 見 者 
議 会 選 出 

（（４４））超超過過勤勤務務調調べべ（（休休日日勤勤務務時時間間外外手手当当をを含含むむ）） （単位：時間）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 月 月 月

総務課 
施設課 ２ ３

１月 ２月 ３月 合 計

総務課 
施設課 

（（５５））職職員員健健康康管管理理状状況況

※１ 希望する職員のうち、抗体検査で陰性を確認できた職員

※２ 前回接種から５年以上経過したもののうち、希望する職員

項 目 対 象 者 内 容 受診者数 

定 期 健 康 診 断 全 職 員 

第１次検診）･･･ 全員

身体計測、視力･聴力検査、血圧

測定、心電図、聴打診、尿･血液

検査、胸部レントゲン検査

第２次検診）･･･医師が指示し

たもの

人 

Ｂ型肝炎予防接種 ※１ 希望する職員 Ｂ型肝炎ワクチンの接種   ３人 

破傷風予防接種 ※２ 希望する職員 破傷風トキソイドの接種   ５人 
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（（６６））職職員員研研修修のの状状況況

研 修 名 日数 受講者数 内 容

市町村職員研修所研修

３ １ 新任研修（Ⅰ期）

２ １ 新任研修（Ⅱ期）

３ １ 政策提案

１ １
調整力・交渉力

（主任・主事向け）

２ ２ ハードクレーム対応（係長職以下向け）

１ １
ロジカルトレーニング

（ライブ型研修）

１ １
要約力

（ライブ型研修）

１ １
メンタルヘルス研修

（ライブ型研修）

専 門 研 修

１ ２ 粉じんに係る特別教育

１ １ 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習

２ ２ 防災センター要員講習・自衛消防業務講習

１ １
防災センター要員講習・自衛消防業務講習再

講習

２ ２ 自衛消防技術試験受験準備講習会

２ １ ＩＳＯセミナー内部環境監査員養成コース

２ ２
特定化学物質及び四価アルキン鉛等作業主任

者講習

１ １ 化学物質管理者講習

多 摩 市 研 修

９ １ 新任研修

１ １
新任フォロー研修

会計実務・契約実務・文書実務

１ １
新任フォロー研修

予算実務
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７７ リリササイイククルルセセンンタターーのの運運営営状状況況

リサイクルセンターは、市民がさまざまな体験をしながら、ごみの減量やリサイクルについて

考えたり、暮らしに役立ついろいろな知識を学ぶことができる施設で、平成 年４月にオープン

しました。運営はＮＰＯ法人である東京・多摩リサイクル市民連邦に委託しています。 
主な内容は、リサイクル工芸や講座、フリーマーケットなどのイベントや、粗大ごみとして出

された家具等を再生し、展示販売を行うほか、陶磁器製食器のリサイクル事業にも取り組んでい

ます。 

（（１１）） 運運営営体体制制

① センター運営スタッフ

登録者 ７人（勤務形態は、センター長及びスタッフ２人を標準としたシフト） 
② 家具等再生専門スタッフ２人

③ 活動ボランティア

日常活動のサポート、イベントの企画サポート等 

（（２２）） 開開館館日日数数とと来来館館者者数数

年 度 開館日数 来館者数

うち講座等 うち一般来館者等

令和３年度 日 人 人 人

令和４年度 日 人 人 人

令和５年度 日 人 人 人

（（３３）） リリササイイククルル品品のの販販売売実実績績

① 家具類

年 度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

家 具

数 量 個 個 個

重 量 ㎏ ㎏ ㎏

売上額 円 円 円

ゴルフ

クラブ

数 量 個 個 個

重 量 ㎏ ㎏ ㎏

売上額 円 円 円

鉄アレイ

数 量 個 個 個

重 量 ㎏ ㎏ ㎏

売上額 円 円 円

木材他

数 量 個 個 個

重 量 ㎏ ㎏ ㎏

売上額 円 円 円

計

数 量 個 個 個

重 量 ㎏ ㎏ ㎏

売上額 円 円 円



― 22 ― 

② 自転車類

年 度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

自転車用

部品

数 量 点 点 点

重 量 ㎏ ㎏ ㎏

売上額 円 円 円

③ 家具類・自転車類購入者市別内訳 
年 度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 
八 王 子 市 人 人 人

町 田 市 人 人 人

多 摩 市 人 人 人

そ の 他 人 人 人

計 人 人 人

（（４４）） 多多目目的的室室のの利利用用実実績績

利 用 回 数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

セ ン タ ー 主 催 講 座 等 回 回 回

リ サ イ ク ル 関 連 団 体 新型コロナウイルス

拡大防止のため貸室

事業は実施せず

新型コロナウイルス

拡大防止のため貸室

事業は実施せず

新型コロナウイルス

拡大防止のため貸室

事業は実施せず

リサイクル関連団体以外の団体 

計 回 回 回

（（５５）） 不不用用食食器器ののリリササイイククルルににつついいてて

平成 年度から陶磁器製食器のみを、構成市市民を対象に回収する事業を開始。再生陶磁器

の原材料（岐阜県の業者と提携）とした。

回収期間 令和５年５月 日 ～ 令和６年３月 日

回 収 量
㎏ うち岐阜県へ搬出 ㎏ （ ）

うちリユース等 ㎏ （ ）

持込者数
人 （内訳）八王子市 人（ ） 町田市 人（ ）

多摩市 人（ ）
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（（６６））各各種種講講座座のの開開催催実実績績

講座名 参加者数 講座名 参加者数

さき織り体験教室(４回) さき織り体験教室(４回)

お花の教室(２回) お花の教室(２回)

電子工作サロン おとなのための工作教室

こうさくの時間“陶芸” 電子工作サロン

さき織り体験教室(４回) こうさくの時間“陶芸”

お花の教室(２回) さき織り体験教室(４回)

おとなのための工作教室 お花の教室(２回)

電子工作サロン おとなのための工作教室

こうさくの時間“陶芸” Ｔシャツぞうり教室

さき織り体験教室(４回) こどもこうさく教室

お花の教室(２回) 電子工作サロン

おとなのための工作教室 こうさくの時間“陶芸”

Ｔシャツぞうり教室 さき織り体験教室(２回)

電子工作サロン お花の教室

こうさくの時間“陶芸” こどもこうさく教室

さき織り体験教室(４回) 電子工作サロン

お花の教室 さき織り体験教室(４回)

おとなのための工作教室 お花の教室(２回)

Ｔシャツぞうり教室 おとなのための工作教室

こどもこうさく教室 Ｔシャツぞうり教室

電子工作サロン こどもこうさく教室

夏休み親子陶芸体験教室 電子工作サロン

さき織り体験教室(２回) さき織り体験教室(４回)

こどもこうさく教室 お花の教室

夏休みモザイクアート教室 おとなのための工作教室(３回)

夏休み紙こうさく教室 こどもとうげい教室

さき織り体験教室(４回) Ｔシャツぞうり教室

お花の教室 電子工作サロン

おとなのための工作教室 こうさくの時間“陶芸”

Ｔシャツぞうり教室 さき織り体験教室(４回)

電子工作サロン お花の教室(２回)

こうさくの時間“陶芸” Ｔシャツぞうり教室

電子工作サロン

こうさくの時間“陶芸”

モザイクアートづくり(共催)

Re陶土でつくる小皿(共催)

（単位：人）

合計 109講座 600人

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月
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８８
　　

契契
約約

にに
関関

すす
るる

事事
項項

（（
単単

位位
：：

円円
））

件
　
　
　
　
　
名

契
約
金
額

契
約

年
月

日
履

行
期

限
契
約
方
法

随
契

理
由

契
約
業
者
名

火
花
検
知
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈱
日
本
電
力
サ
ー
ビ
ス

機
器
補
修
工
事
（
計
装
用
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
更
新
工
事
）

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
株
式
会
社
日
本
電
力
サ
ー
ビ
ス

機
器
補
修
工
事
（
2号

灰
搬
送
コ
ン
ベ
ヤ
補
修
）

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
新
栄
工
業
㈱

多
摩
清
掃
工
場
防
鳥
ネ
ッ
ト
設
置
工
事

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
エ
コ
ア
㈱

管
理
棟
見
学
者
説
明
室
映
像
音
響
設
備
改
修
工
事

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
藤
和
通
信
工
業
㈱

焼
却
棟
・
管
理
棟
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
修
繕

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
㈱
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
　
首
都
圏
支
社

ク
リ
ン
カ
破
砕
ロ
ー
ル
修
繕

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
日
立
造
船
株
式
会
社
 東

京
本
社

機
器
補
修
工
事
（
№
2鉄

分
コ
ン
ベ
ヤ
補
修
等
）

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈱
産
機

機
器
補
修
工
事

（
焼
却
棟
及
び
不
燃
・
粗
大
ご
み
処
理
棟
基
幹
設
備
整
備
）

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
日
立
造
船
㈱
東
京
支
社

機
器
補
修
工
事
（
1-
2
飛
灰
搬
送
コ
ン
ベ
ヤ
整
備
）

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈱
菊
池
工
業
所

不
燃
粗
大
ご
み
処
理
棟
外
屋
上
防
水
工
事

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈱
イ
ン
テ
ッ
ク
防
水

機
器
補
修
工
事
（
汚
水
処
理
設
備
pH
計
更
新
）

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
日
立
造
船
株
式
会
社
 東

京
本
社

高
圧
ケ
ー
ブ
ル
等
盛
替
え
工
事

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
株
式
会
社
日
本
電
力
サ
ー
ビ
ス

機
器
補
修
工
事
（
各
種
弁
等
整
備
）

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
日
立
造
船
株
式
会
社
 東

京
本
社

（ （
単単

位位
：：

円円
））

件
　
　
　
　
　
名

契
約
金
額

契
約

年
月

日
履

行
期

限
契
約
方
法

随
契

理
由

契
約
業
者
名

電
子
計
算
機
分
散
型
計
装
制
御
シ
ス
テ
ム
保
守
点
検
委
託

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
㈱
日
立
ハ
イ
テ
ク
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

 
 
東
京
支
店

排
ガ
ス
分
析
計
保
守
点
検
委
託

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
富
士
電
機
㈱
パ
ワ
エ
レ
営
業
本
部

社
会
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
統
括
部

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
点
検
委
託
（
焼
却
棟
・
管
理
棟
）

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
㈱
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
首
都
圏
支
社

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
点
検
委
託

（
不
燃
・
粗
大
ご
み
処
理
棟
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
三
菱
電
機
ビ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
立
川
支
店

吸
収
式
冷
凍
機
保
守
点
検
委
託

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
荏
原
冷
熱
シ
ス
テ
ム
㈱
三
多
摩
営
業
所

消
防
用
設
備
保
守
点
検
委
託

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈱
消
防
弘
済
会

（ （
１１

））
工工

事事
契契

約約
等等

〔〔
11
33
00
万万

円円
以以

上上
〕〕

（（
２２

））
委委

託託
契契

約約
〔〔

11
33
00
万万

円円
以以

上上
〕〕
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空
調
衛
生
設
備
等
保
守
点
検
委
託

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
ア
ズ
ビ
ル
㈱
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
カ
ン
パ
ニ
ー

東
京
本
店

清
掃
委
託

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
ア
オ
イ
サ
ー
ビ
ス
㈱

植
栽
地
管
理
業
務
委
託

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈱
植
龍
緑
化

環
境
調
査
委
託
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈱
む
さ
し
の
計
測

焼
却
灰
等
資
源
化
委
託
（
主
灰
）
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
渡
辺
産
業
㈱

焼
却
灰
等
資
源
化
委
託
（
混
合
灰
・
飛
灰
）
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
メ
ル
テ
ッ
ク
㈱

有
害
ご
み
処
理
委
託
（
廃
蛍
光
管
等
）
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
野
村
興
産
㈱

資
源
化
用
焼
却
灰
等
運
搬
委
託
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
多
摩
興
運
㈱

地
域
交
流
事
業
会
場
設
営
委
託

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈲
ア
ー
ニ
ス
ト

ご
み
・
灰
ク
レ
ー
ン
年
次
点
検
委
託

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈱
日
立
プ
ラ
ン
ト
メ
カ
ニ
ク
ス
関
東
支
店

受
変
電
設
備
点
検
委
託
（
不
燃
・
粗
大
ご
み
処
理
棟
）

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈱
日
本
電
力
サ
ー
ビ
ス

受
変
電
設
備
点
検
委
託
（
焼
却
棟
）

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

電
機
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
東
京
営
業
本
部

ご
み
処
理
委
託
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

町
田
市
長
　
石
阪
　
丈
一

供
給
ク
レ
ー
ン
保
守
点
検
委
託

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
東
洋
ホ
イ
ス
ト
㈱

3
号
炉
調
査
委
託

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
日
立
造
船
株
式
会
社
 東

京
本
社

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合
ご
み
処
理
委
託
契
約
（
応
援
協
定
）
【
単
価

契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

八
王
子
市
長
　
初
宿
　
和
夫

受
変
電
設
備
（
無
停
電
電
源
装
置
盤
）
点
検
委
託

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
日
立
造
船
株
式
会
社
 東

京
本
社

可
燃
ご
み
焼
却
処
理
委
託
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

多
摩
川
衛
生
組
合
　
管
理
者
　
髙
橋
　
勝
浩

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
容
器
交
換
委
託

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
ニ
ッ
タ
ン
㈱
八
王
子
支
店

（（
単単

位位
：：

円円
））

件
　
　
　
　
　
名

契
約
金
額

契
約

年
月

日
履

行
期

限
契
約
方
法

随
契

理
由

契
約
業
者
名

鉄
屑
等
売
却
（
落
じ
ん
灰
等
）
【
単
価
契
約
】

平
成

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
㈱
エ
コ
ネ
コ
ル

発
電
余
剰
電
力
の
売
却
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
日
立
造
船
㈱
東
京
支
社

電
気
需
給
契
約
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
日
立
造
船
㈱
東
京
支
社

鉄
屑
等
売
却
（
鉄
屑
等
）
そ
の
1【

単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
永
和
鉄
鋼
㈱

消
石
灰
購
入
そ
の
1【

単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
石
井
化
学
産
業
㈱

ア
ン
モ
ニ
ア
水
2
件
購
入
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
不
二
薬
品
㈱

（ （
３３

））
物物

品品
購購

入入
・・

売売
却却

契契
約約

等等
〔〔

88
00
万万

円円
以以

上上
〕〕



焼
却
処
理
施
設
用
化
学
薬
品
3
件
購
入
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
双
葉
産
業
㈱

ボ
イ
ラ
用
水
処
理
剤
外
4
件
購
入
そ
の
1【

単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
内
外
化
学
製
品
㈱

鉄
屑
等
売
却
（
コ
ー
ド
類
）
そ
の
1【

単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
永
和
鉄
鋼
㈱

消
石
灰
購
入
そ
の
2【

単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
双
葉
産
業
㈱

粗
-0
2
　
破
砕
機
ハ
ン
マ
ー
ピ
ン
2件

購
入

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
日
立
造
船
㈱
東
京
支
社

発
電
余
剰
電
力
の
売
却
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
日
立
造
船
㈱
東
京
支
社

事
務
用
OA
パ
ソ
コ
ン
購
入

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈱
タ
イ
コ
ー

鉄
屑
等
売
却
（
鉄
屑
等
）
そ
の
2【

単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈱
青
木
商
店

消
石
灰
購
入
そ
の
3【

単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
双
葉
産
業
㈱

ボ
イ
ラ
用
水
処
理
剤
外
4
件
購
入
そ
の
2【

単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
内
外
化
学
製
品
㈱

ポ
ー
タ
ブ
ル
ロ
ー
ド
メ
ー
タ
ー
購
入

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
開
邦
工
業
㈱
東
京
支
社

電
気
自
動
車
(軽

乗
用
車
)
購
入

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈲
杉
浦
自
動
車

ボ
ー
ル
バ
ル
ブ
外
5件

購
入

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈱
日
本
電
力
サ
ー
ビ
ス

鉄
屑
等
売
却
（
純
銅
物
等
）
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
㈲
長
岡
商
店

水
銀
用
活
性
炭
購
入
【
単
価
契
約
】

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
双
葉
産
業
㈱

高
圧
ケ
ー
ブ
ル
外
1件

購
入

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
日
立
造
船
㈱
東
京
支
社
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((
４４

))
長長

期期
継継

続続
契契

約約

件
　
　
　
　
名

契
約
金
額

契
約

年
月

日
履

行
期

限
契
約
方
法

随
契

理
由

契
約
業
者
名

公
用
車
借
上
《
長
期
継
続
契
約
》

平
成

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
三
菱
オ
ー
ト
リ
ー
ス
㈱
公
共
営
業
部

複
写
機
等
借
上
【
単
価
契
約
】
《
長
期
継
続
契
約
》

平
成

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
富
士
フ
イ
ル
ム
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱

財
務
会
計
・
契
約
管
理
シ
ス
テ
ム
借
上
《
長
期
継
続
契
約
》

令
和

元
年

月
日

令
和

年
月

日
随

契
者

㈱
内
田
洋
行
　
営
業
統
括
グ
ル
ー
プ

例
規
集
管
理
業
務
委
託
《
長
期
継
続
契
約
》

令
和

元
年

月
日

令
和

年
月

日
随

契
者

㈱
ぎ
ょ
う
せ
い

残
灰
等
運
搬
業
務
委
託
【
単
価
契
約
】
《
長
期
継
続
契
約
》

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
多
摩
興
運
㈱

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
委
託
《
長
期
継
続
契
約
》

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
１

（
特
非
）
東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦

排
ガ
ス
処
理
技
術
支
援
委
託
《
長
期
継
続
契
約
》

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
ク
リ
タ
関
東
㈱

機
械
警
備
業
務
委
託
《
長
期
継
続
契
約
》

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
セ
コ
ム
㈱

工
場
運
転
等
管
理
業
務
委
託
《
長
期
継
続
契
約
》

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
Ｈ
ｉ
ｔ
ｚ
環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱

電
子
調
達
運
用
機
器
賃
借
契
約
《
長
期
継
続
契
約
》

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
㈱
大
塚
商
会
　
L
A
事
業
部
公
共
グ
ル
ー
プ

給
与
シ
ス
テ
ム
等
借
上
契
約
《
長
期
継
続
契
約
》

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
リ
プ
ロ
サ
ー
ビ
ス
㈱

自
動
体
外
式
除
細
動
器
借
上
《
長
期
継
続
契
約
》

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

指
名

者
セ
コ
ム
㈱

公
用
車
借
上
《
長
期
継
続
契
約
》

令
和

年
月

日
令

和
年

月
日

随
契

者
三
菱
オ
ー
ト
リ
ー
ス
㈱
公
共
営
業
部

※
　
契
約
年
月
日
欄
：
　
当
初
契
約
日
を
記
載
し
た
。

※
　
契
約
金
額
欄
　
：
　
件
名
に
【
単
価
契
約
】
と
表
示
の
あ
る
案
件
に
つ
い
て
、
契
約
金
額
欄
に
は
令
和
5年

度
分
の
実
績
額
（
執
行
額
）
を
記
載
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
期
継
続
契
約
の
案
件
は
令
和
5
年
度
分
の
実
績
額
（
執
行
額
）
を
記
載
し
た
。

1
 
 そ

の
性
質
ま
た
は
目
的
が
競
争
入
札
に
適
し
な
い
（
第
2号

）

2
 
 競

争
入
札
に
付
し
入
札
者
が
な
い
と
き
、
又
は
再
度
の
入
札
に
付
し
落
札
者
が
な
い
と
き
（
第
8
号
）

3
　
緊
急
の
必
要
に
よ
り
競
争
入
札
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
（
第
5号

）

4
　
競
争
入
札
に
付
す
る
こ
と
が
不
利
と
認
め
ら
れ
る
と
き
（
第
6号

）

5
　
予
定
価
格
が
規
則
で
定
め
る
額
を
超
え
な
い
と
き
（
第
1号

）

※
　
随
契
理
由
欄
　
：
　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
16
7
条
の
2第

1
項
第
1
号
か
ら
第
9号

ま
で
の
規
定
中
、
次
の
随
意
契
約
理
由
に
よ
り
契
約
し
た
。



― 28 ―

９９　　ごごみみ処処理理にに関関すするる事事項項
　　（（１１））ごごみみ搬搬入入量量総総括括表表

　　　　 多摩清掃工場に搬入された可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみの量を表します。

　　　　 構成市の処理区域内の搬入量、構成市の処理区域外の搬入量、構成市外の応援ごみの搬入量、

　　　　 なお、不燃ごみ及び粗大ごみ中の可燃分である「除去可燃ごみ」の量は含みません。

①【構成市処理区域内ごみ分】

②【構成市拡大区域ごみ分】

令和３年度で終了しました。

③【応援ごみ搬入量（構成市内から搬入した量）】

④【支援ごみ搬入量（構成市内から搬入した量）】

⑤【応援ごみ搬入量（構成市外から搬入した量）】

⑥【宿泊療養施設廃棄分】

【全ごみ搬入量】＝①区域内＋②拡大区域＋③構成市応援＋④構成市支援＋⑤構成市外応援＋⑥宿泊療養分

※参考　応援ごみ搬出量（構成市及び構成市外の工場に搬出した量　当組合のごみ量には含みません）

令和5年度の構成市外の搬出は、全量可燃ごみで多摩川衛生組合に処理を依頼しました。

令和５年度

重量（トン） 台数

令和５年度

重量（トン） 台数

－ －

令和5年度

重量（トン） 台数

令和５年度

重量（トン） 台数

－ －

令和５年度

重量（トン）

　　　　 構成市内の支援ごみの搬入量、構成市外の支援ごみの搬入量、宿泊療養施設廃棄分を表します。

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

可燃ごみ △ 1.4

種　別 重量（トン） 増減率(%) 重量（トン） 増減率(%)

△ 13.1

増減率(%) 重量（トン） 増減率(%) 重量（トン） 増減率(%)

△ 1.0

粗大ごみ

不燃ごみ

△ 5.0

△ 7.2 △ 4.2

△ 3.5 △ 1.1

△ 1.4 △ 12.4合 計 △ 0.5

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

重量（トン）

市 種　別 重量（トン） 台数 重量（トン） 台数 重量（トン） 台数 重量（トン） 台数

台数

－ －

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

八  王  子  市 可燃ごみ

令和５年度

市 種　別 重量（トン） 台数

重量（トン） 台数

重量（トン） 台数 重量（トン） 台数 重量（トン） 台数

八  王  子  市

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

町    田    市

可燃ごみ

不燃ごみ

合　　　計

粗大ごみ

台数 重量（トン） 台数

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

団　体　名 種　別 重量（トン） 台数 重量（トン） 重量（トン） 台数

町田市 可燃ごみ － － － － － －

　令和２年度は「令和元年台風第19号に伴う災害廃棄物」を宮城県大崎市から受け入れしました。
　過去には、二枚橋衛生組合、調布市、多摩川衛生組合、小金井市、宮城県女川町の災害廃棄物を受け入れしました。

　令和４年度から令和７年度までの４年間、年間10,000トンを上限として町田市から可燃ごみの受け入れを行うこととしています。

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

団　体　名

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和５年度

市 種　別 重量（トン） 台数

重量（トン）

重量（トン） 台数 重量（トン） 台数 重量（トン） 台数

稲城市 可燃ごみ － －

　令和２年度から令和４年度は、東京都が運営する新型コロナウイルス感染症の軽症者等の宿泊療養施設から排出されるごみの処理に係る要請が
あったことから、廃棄物の受け入れを行いました。

年　  　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

種　  　別 重量（トン） 重量（トン） 重量（トン） 重量（トン）

可　燃　ご　み

不　燃　ご　み

粗　大　ご　み

合　　　計

年　  　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

種　  　別 重量（トン） 台数 重量（トン） 台数 重量（トン） 台数 重量（トン） 台数

八  王  子  市

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

町    田    市

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

合　　　計

種　別 重量（トン） 台数 重量（トン） 台数 台数 重量（トン） 台数

宮城県大崎市 可燃ごみ － －－ － － －

重量（トン）

構 成 市 外 の 搬 出
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ｔ

ｔ

※応援ごみ搬出量は上記ごみ量には含まれません。

電気設備火災に伴う応援ごみ（参考）

多摩NT
環境組合

館工場

▲

戸吹工場

▲
▲

多摩川衛生組合

▲

町田市
多摩ＮＴ

環境組合

不燃ごみ

▲
▲

多摩NT
環境組合

※応援搬入量は上記ごみ量には含まれません。

応援搬入量（参考）

合計

可燃ごみ

▲

飛
灰

エ
コ
セ
メ
ン
ト
化

資
源
化

溶
融
固
化

（
骨
材

）

多摩市

八王子市

町田市

合計

金属小型家電

▲

多摩市

ｔ

▲

多摩市

小型家電

町田市

最終処分

▲

合計

▲

▲

▲ 中間処理

▲

▲

除去可燃  ※多摩市可燃事業系収集に含まれている

ｔ

合計 ｔ

▲

資源回収業者

町田市
コード類

ｔ

▲

ｔ ｔ

金属複合物
八王子市

ｔ ｔ廃
乾
電
池

前年保管 搬出 保管

再処理業者
多摩市

破砕鉄

ｔ合計 ｔ

ｔ

八王子市

町田市

ｔ

保管

▲

ｔ

ｔ ｔ

合計
多摩市

蛍
光
管

前年保管 搬出

ｔ

有
害
ご
み
搬
入

処
理
困
難
物

多摩市
町田市

有害ごみ搬出

▲

町田市

八王子市 町田市

合計

八王子市
合計

▼

そ
の
他

多摩市

多摩市

最終処分業者
（処分）

その他
八王子市 合計

▲

▲

八王子市
合計

町田市

▲

多摩市

合計

▲

除
湿
器
等

多摩市
町田市

八王子市

合計

そ
の
他
雑
品

合計

▲

町田市

直搬

町田市 収集 八王子市

直搬 町田市
バ
ッ
テ
リ
ー

多摩市
合計

▲ 八王子市 収集

直搬

▲

八王子市

合計

粗
大
ご
み

多摩市 収集
町田市

▲

町田市
八王子市

合
計

ス
テ
ン
レ
ス
・
銅
管
等

多摩市

合計

合計

八王子市

不
燃
・
粗
大
ご
み

多摩市 町田市
直搬

町田市 収集

▲

八王子市
直搬

▲

八王子市 収集

▲

八王子市

資源回収業者

携
帯
電
話

多摩市

▲

町田市

合計

不
燃
・
粗
大

処
理
施
設

多摩市
直搬

多摩市

不
燃
ご
み

多摩市 収集

合計 詳細内訳 有価物

ア
ル
ミ
類

▲

町田市

多摩市
八王子市 町田市

八王子市

▲

基
板
等

町田市 合計

ご
み
総
量

多摩市 合計 八王子市▲

合計

廃
自
転
車
等

落
じ
ん
灰
等

多摩市

合計 八王子市
八王子市 ▲

除
去
可
燃

多摩市

町田市
町田市

鉄
類

多摩市

合計

多摩市

町田市

直搬

直搬

町田市 収集

収集
合計

▲

町田市

事
業
系

▲ ▲

八王子市
八王子市

合計

合計
多摩市 収集

直搬

八王子市 町田市

▲

可
燃
ご
み

多摩市 八王子市

合計

八王子市 収集

町田市
町田市 収集

▲

直搬

直搬

八王子市

焼
却
施
設

多摩市

▲

八王子市
焼
却
鉄
分

多摩市

直搬

家
庭
系

多摩市 収集 ▲
多摩市

町田市
町田市

（（２２））年年間間ごごみみ処処理理フフロローーチチャャーートト
多摩市

八王子市
八王子市

主
灰
・
固
化
灰

エ
コ
セ
メ
ン
ト
化

焼
却
残
渣

町田市支援ごみ

ｔ

▲

有価物

詳細内訳

合計

【応援ごみ数量】

・多摩市（可燃）：

・八王子市（可燃）：

（不燃）：

（粗大）：

・町田市（可燃）：

【応援ごみ数量】

・多摩市（可燃）：



（（３３））　　可可燃燃ごごみみ搬搬入入量量〔〔構構成成市市処処理理区区域域分分〕〕

市

市

令和５年度

重量（トン） 台数

令和５年度

重量（トン） 台数

３市の粗大ごみ計

多摩市　計

粗大ごみ　計

令和元年度

　多摩清掃工場に搬入された不燃ごみと粗大ごみの量とそのごみを搬入した車両の台数（有害性ごみの重量も含む）

許 可 業 者

八王子市　計

委 託

粗大ごみ　計

そ の 他

不
燃

重量（トン） 台数

令和２年度

（（４４））　　不不燃燃ごごみみ・・粗粗大大ごごみみ搬搬入入量量〔〔構構成成市市処処理理区区域域分分〕〕

八
王
子
市

一 般 持 込 他

そ の 他

粗
大

地 域 行 事

不
燃

委 託

許 可 業 者

３市の不燃ごみ計

許 可 業 者

委 託

町田市　計

そ の 他

※応援ごみ、支援ごみ、宿泊療養施設廃棄分は上記ごみ量には含まれません

町
田
市

委 託

事 業 系

地 域 行 事

草 枝

許 可 業 者

年　　　　度

多摩市　計

３市の可燃ごみ計

多
　
摩
　
市

八
王
子
市

直 営

八王子市　計

事 業 系

草 枝

委 託

台数重量（トン）

　多摩清掃工場に搬入された可燃ごみの量とそのごみを搬入した車両の台数

拡 大 区 域 分

令和２年度

重量（トン） 台数

令和元年度

種　　別

年　　　　度

学 校 等 持 込

許 可 業 者

令和元年度

収集方法

総　　合　　計

粗
大

直 営

不燃ごみ　計

そ の 他

不
燃

台数重量（トン）

委 託

多
　
摩
　
市

委 託

不燃ごみ　計

　除去可燃ごみとは、多摩清掃工場に搬入された不燃ごみと粗大ごみに含まれていた焼却処理できるもの

令和４年度

重量（トン） 台数

令和４年度

重量（トン） 台数

令和３年度令和２年度

令和３年度

台数重量（トン）

令和３年度

重量（トン） 台数

※応援ごみは上記ごみ量には含まれません

年　　　　度 令和５年度

粗 大 一 般

除去可燃ごみ量（トン）

町田市　計

（（５５））　　除除去去可可燃燃ごごみみ量量〔〔構構成成市市処処理理区区域域分分〕〕

町
田
市

直 営

不燃ごみ　計

委 託

令和４年度
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令和５年度

％

令和５年度

重量（トン） 台数

％ ％ ％ ％

令和５年度

主灰

飛灰

合計

令和４年度

減容率

焼却残渣の搬出量計

年　　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

応援分

民間施設
主灰

合計

飛
灰

多摩市分

八王子市分

小計

町田市分

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合

台数

主
灰

小計

町田市分

八王子市分

多摩市分

台数

令和３年度

　平成27年度から不燃残渣（不燃ごみと粗大ごみから有価物、有害性ごみ等を除いたごみ）は埋立を行っていません。

重量（トン）

令和４年度

種　　　別

その他搬出物

除 湿 機 等

　不法投棄や搬入された不燃・粗大ごみの中から資源回収業者に処理委託した量　　               　　　　 （単位：トン）

そ の 他

有価物等搬出量計

携 帯 電 話

バ ッ テ リ ー

廃基板

自転車破砕物

その他雑品

コード類

金属類（鉄分）

（（７７））　　有有価価物物等等搬搬出出量量

金属複合物

破砕鉄

缶プレス

鉄　　類

プレス鉄

アルミ類

バ     ラ

ガ　　ラ

廃自転車

ステンレス等

金属小型家電

※令和元年11月までは非磁性物、それ以降は落じん灰及び非磁性物

銅管等

（（６６））　　焼焼却却残残渣渣搬搬出出量量

重量（トン） 重量（トン）台数重量（トン）

令和２年度令和元年度

　搬入された不燃・粗大ごみの中から資源回収業者に売却した量 　　                                          　　　（単位：トン）

年　　度

残灰鉄分

解体鉄屑

令和元年度

令和４年度

台数

令和３年度

その他

落じん灰等※

小型家電

携帯電話電池

生砕石として資源化しています。（令和３年度１１月から飛灰の搬出を開始しました。）

年　　度 令和２年度

　焼却残渣（焼却後に発生する主灰・飛灰）は東京たま広域資源循環組合でエコセメント化、民間施設で溶融処理や再

－ － －飛灰 －



令和５年度

令和５年度

令和５年度

除湿機回収台数（台）

 (㎏)

年　　度

（（1111））　　フフロロンンガガスス回回収収量量

 (㎏)

(本）

町 田 市

　 粗大ごみとして搬入されたごみから回収したフロンガスの量

計

体
温
計

計

多 摩 市

令和２年度

１炉運転日数（日）

令和元年度

搬 入 台 数

フロンガス回収量（㎏）

蛍
光
管

八 王 子 市

年　　度

令和４年度年　　度

乾
電
池

除 湿 機 等

町 田 市

オ ー ト バ イ

令和３年度

（（８８））　　焼焼却却量量

令和２年度

令和５年度

多 摩 市

（（９９））　　粗粗大大ごごみみのの集集計計

令和４年度

八 王 子 市

電 子 レ ン ジ

令和３年度

八 王 子 市

令和４年度

　有害性ごみとして搬入された乾電池等（不燃ごみに混入され、搬入された有害性ごみを含む）を適正に処理した量

　粗大ごみとして搬入されたごみのうち、品名の明らかなものの数量

令和元年度

焼　　却　　量（ｔ）

２炉運転日数（日）

令和元年度

令和３年度

年　　度

解体ごみ

　家電リサイクル法により、テレビ、洗濯機、冷蔵庫、エアコン等は受け入れをしていません       　　　　　　　　　（単位：台）

令和２年度

（（1100））　　有有害害性性ごごみみのの集集計計

令和３年度

　多摩清掃工場で焼却した量と炉の運転日数

合　　計

町 田 市

全炉停止日数（日）

多 摩 市

自 転 車

（（1122））　　多多摩摩市市小小型型家家電電・・金金属属類類搬搬入入量量

年　　　　度 令和元年度 令和２年度

　平成25年度から、小型家電・金属類を資源として無料回収　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：トン）

令和５年度

小型家電・金属類量

ソファ・イス

計

ﾏｯﾄﾚｽ・ﾍﾞｯﾄ

解体ごみ

令和４年度

令和４年度令和３年度

令和元年度 令和２年度
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（（
１１

））
　　

工工
場場

かか
らら

排排
出出

ささ
れれ

るる
ダダ

イイ
オオ

キキ
シシ

ンン
類類

測測
定定

結結
果果

（（
２２

））
　　

大大
気気

中中
のの

ダダ
イイ

オオ
キキ

シシ
ンン

類類
測測

定定
結結

果果

測
定

項
目

測
定

炉
か

ら
き

だ
の

道
中

坂
公

園
小

山
田

緑
地

別
所

公
園

か
ら

き
だ

の
道

中
坂

公
園

小
山

田
緑

地
別

所
公

園
か

ら
き

だ
の

道
中

坂
公

園
小

山
田

緑
地

別
所

公
園

２
号

炉
休

炉
中

休
炉

中
夏

期
調

査

３
号

炉
休

炉
中

休
炉

中
冬

期
調

査

２
号

炉
休

炉
中

休
炉

中

３
号

炉
休

炉
中

休
炉

中

測
定

項
目

測
定

炉
か

ら
き

だ
の

道
中

坂
公

園
小

山
田

緑
地

別
所

公
園

か
ら

き
だ

の
道

中
坂

公
園

小
山

田
緑

地
別

所
公

園

２
号

炉
休

炉
中

休
炉

中
休

炉
中

夏
期

調
査

３
号

炉
休

炉
中

休
炉

中
休

炉
中

休
炉

中
休

炉
中

冬
期

調
査

２
号

炉
休

炉
中

休
炉

中
休

炉
中

３
号

炉
休

炉
中

休
炉

中
休

炉
中

休
炉

中
休

炉
中

排
ガ

ス

測
定

項
目

測
定

炉
灰

R
6
.2

.2
2

下
水

R
6
.1

.9

２
号

炉
休

炉
中

休
炉

中
休

炉
中

休
炉

中

３
号

炉
休

炉
中

休
炉

中
休

炉
中

休
炉

中

２
号

炉
休

炉
中

休
炉

中
休

炉
中

休
炉

中

３
号

炉
休

炉
中

休
炉

中
休

炉
中

休
炉

中

焼
却

炉
停

止
時

調
査

調
査

地
点

焼
却

炉
停

止
時

調
査

※
IS
O
1
4
0
0
1
の
環
境
方
針
「
環
境
に
や
さ
し
い
安
全
で
開
か
れ
た
多
摩
清
掃
工
場
」
を
実
現
す
る
た
め
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
自
主
規
制
運
用
値
を
法
規
制
値
１
n
g-
T
E
Q
/
㎥
の
１
／
１
０
０
の
値
０
．
０
１
n
g-
T
E
Q
/
㎥
に

設
定
し
た
。

焼
却

灰

（
単

位
：
pg

-
T
E
Q

/
㎥

）

調
査

地
点

測
　

　
定

　
　

日

放
流

下
水

測
　

　
定

　
　

日

法
規

制
値

：
１

自
主

規
制

運
用

値
 ：

 ０
．

０
１

令
和

４
年

度
年

　
　

　
度

令
和

３
年

度

年
平

均
値

（
稼

動
時

）

調
査

地
点

調
査

名
等

令
和

元
年

度
年

　
　

　
度

年
平

均
値

（
稼

動
時

）

放
流

下
水

排
ガ

ス

測
　

　
定

　
　

日

放
流

下
水

排
ガ

ス

焼
却

灰

焼
却

灰

令
和

５
年

度

１
０

年
　

　
　

　
　

　
度

年
　

　
　

　
　

　
度

令
和

３
年

度

調
査

地
点

調
査

地
点

令
和

５
年

度

３

（
単

位
：
pg

-
T
E
Q

/
㎥

）

調
査

名
等

11
00
  
　　

環環
境境

調調
査査

結結
果果

単
　

位
排

出
基

準

令
和

元
年

度

排
ガ

ス

年
　

　
　

　
　

　
度

n
g-

T
E
Q

/
㎥

　
　

 
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

対
策

特
別

措
置

法
に

基
づ

き
、

多
摩

清
掃

工
場

か
ら

　
　

排
出

さ
れ

た
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

を
測

定
し

た
結

果
で

す
。

　
　

 
多

摩
清

掃
工

場
周

辺
（

４
地

点
）

の
大

気
中

の
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

の
測

定
結

果
で

す
。

　
 
環

境
基

準
値

は
0
.
6
p
g
-
T
E
Q
/
㎥

で
す

。

焼 却 炉

稼 動 時

焼 却 炉

稼 動 時

令
和

４
年

度

令
和

２
年

度

令
和

２
年

度

大
妻
女
子
大

大
妻
多
摩
中
高

測
定

日

令
和

元
年

度
～

～
～

令
和

２
年

度
～

～
～

令
和

３
年

度
～

～
～

令
和

４
年

度
～

～
～

令
和

５
年

度
～

～
～

夏
期

調
査

冬
期

調
査

停
止

時
調

査
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3
号
炉

2
号
炉

2
号
炉

3
号
炉

3
号
炉

2
号
炉

3
号
炉

2
号
炉

2
号
炉

2
号
炉

2
号
炉

3
号
炉

濃
　
度

[g
/
㎥

基
準
値

[g
/
㎥

濃
　
度

排
出
量

[㎥ 法
規
制
値

[㎥
自
主
規
制
運
用
値

濃
　
度

排
出
量

[㎥ 基
準
値

濃
　
度

基
準
値

濃
　
度

［
μ
g/
㎥

］

評
価
値
＊

基
準
値

[μ
g/
㎥

3
号
炉

2
号
炉

2
号
炉

3
号
炉

3
号
炉

2
号
炉

3
号
炉

2
号
炉

2
号
炉

3
号
炉

3
号
炉

2
号
炉

2
号
炉

3
号
炉

2
号
炉

3
号
炉

2
号
炉

2
号
炉

濃
　
度

[g
/
㎥

基
準
値

[g
/
㎥

濃
　
度

排
出
量

[㎥ 法
規
制
値

[㎥

自
主
規
制
運
用
値

濃
　
度

排
出
量

[㎥ 基
準
値

濃
　
度

基
準
値

濃
　
度

［
μ
g/
㎥

］

基
準
値

[μ
g/
㎥

測
定
年
月
日

硫
黄
酸
化
物

運
　
　
転
　
　
炉

窒
素
酸
化
物

法
規
制
値
：
2
5
0
　
　
　
自
主
規
制
運
用
値
：
5
6

法
規
制
値
：
4
3
0
　
　
　
自
主
規
制
運
用
値
：
2
5

法
規
制
値
：
2
5
0
　
　
　
自
主
規
制
運
用
値
：
5
6

全
水
銀

法
規
制
値
：
0
.0
8
　
　
　
自
主
規
制
運
用
値
：
0
.0
2

排
出
基
準
値
：
5
0
μ
g/
㎥

濃
　
度

［
μ
g/
㎥

］

令
和
４
年
度

令
和
３
年
度

年
　
　
度

全
水
銀

窒
素
酸
化
物

運
　
　
転
　
　
炉

排
出
基
準
値
：
5
0
μ
g/
㎥

（（
３３
））
　　
ばば
いい
煙煙
濃濃
度度
等等
のの
測測
定定
結結
果果

 
 
 
 
 
 
大

気
汚

染
防

止
法

に
基

づ
き

、
多

摩
清

掃
工

場
か

ら
排

出
さ

れ
た

ば
い

煙
及

び
有

害
物

質
を

測
定

し
た

結
果

で
す

。

塩
化
水
素

ば
い
じ
ん

令
和
元
年
度

年
　
　
度

令
和
２
年
度

測
定
年
月
日

「
＜
」
は
、
定
量
下
限
値
以
下
を
表
し
ま
す
。
定
量
下
限
値

と
は
、
正
確
に
定
量
で
き
る
最
低
濃
度
の
こ
と
で
す
。

＊ ＊
　　
全
水
銀
の
評
価
値
と
は
定
期
測
定
に
お
い
て
排
出
基

準
値
（
5
0
μ
g/
m
³
）
を
超
え
た
場
合
に
実
施
す
る
再
測
定

結
果
３
回
を
含
み
、
最
大
値
・
最
小
値
を
除
く
全
て
の
結
果

の
平
均
値
の
こ
と
で
す
。

　
排
ガ
ス
中
の
水
銀
濃
度
が
排
出
基
準
値
(5
0
μ
g/
m
³ Ｎ

を
超
え
た
場
合
、
測
定
結
果
が
平
常
時
に
お
け
る
平
均
的

な
排
出
状
況
を
捉
え
た
も
の
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、

速
や
か
に
３
回
の
再
測
定
を
実
施
し
、
定
期
測
定
と
合
わ

せ
た
４
回
の
う
ち
、
最
大
値
・
最
小
値
を
除
く
全
て
の
結
果

の
平
均
値
を
排
出
基
準
に
照
ら
し
て
評
価
を
行
い
ま
す
。

こ
の
た
め
一
時
的
に
排
出
基
準
値
(5
0
μ
g/
m
³ Ｎ
)を
超
え
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
周
辺
地
域
に
環
境
汚
染
や
健
康
被
害

を
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　 　
水
銀
の
排
出
規
制
に
つ
い
て
は
、
平
成
3
0
年
４
月
１
日
よ

り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

硫
黄
酸
化
物

ば
い
じ
ん

法
規
制
値
：
4
3
0
　
　
　
自
主
規
制
運
用
値
：
2
5

塩
化
水
素

法
規
制
値
：
0
.0
8
　
　
　
自
主
規
制
運
用
値
：
0
.0
2
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Ｐ
-
１

Ｐ
-
２

Ｐ
-
３

Ｐ
-
４

朝 昼 夕 朝 朝 昼 夕 朝 朝 昼 夕 朝 朝 昼 夕 朝 朝 昼 夕 朝

0
.9
7
×
1
0

0
.3
2
×
1
0

0
.2
7
×
1
0

1
.0
×
10

0
.9
2
×
1
0

0
.2
7
×
1
0

1
.1
×
10

1
.0
×
10

１
号
煙
突

2
号
煙
突

3
号
煙
突

3
号
煙
突

0
.4
2
×
1
0

0
.2
7
×
1
0

0
.3
1
×
1
0

1
.0
×
10

0
.2
4
×
1
0

0
.2
5
×
1
0

0
.6
0
×
1
0

0
.4
5
×
1
0

0
.6
8
×
1
0

２

放
流
下
水

2
号
煙
突

0
.3
6
×
1
0

測
定
点

臭
気
指
数

１
号
煙
突

2
号
煙
突

3
号
煙
突

１
号
煙
突

（（
４４
））
　　
臭臭
気気
調調
査査
結結
果果

法
規
制
値

年
度

 
 
 
  
 
悪
臭

防
止

法
及

び
東

京
都

環
境

確
保

条
例

に
基

づ
き

、
多

摩
清

掃
工

場
の

敷
地

境
界

で
の

臭
気

指
数

を
調

査
し

た
結

果
で

す
。

測
定
場
所

測
定
日

①
臭
気
指
数

区
分

②
臭
気
排
出
強
度
　
　

年
度

　
　

元

臭
気
排
出
強
度

許
容
臭
気
排
出
強
度

㎥
N
/
m
in

㎥
N
/
m
in

測
定
日

元

0
.8
3
×
1
0

0
.3
2
×
1
0

0
.1
9
×
1
0

１
号
煙
突

3
号
煙
突

４
３２

放
流
下
水

放
流
下
水

0
.2
2
×
1
0

0
.1
1
×
1
0

0
.9
3
×
1
0

３

放
流
下
水

１
号
煙
突

2
号
煙
突

3
号
煙
突

2
号
煙
突

0
.3
8
×
1
0

５

0
.1
5
×
1
0

0
.1
7
×
1
0

0
.1
1
×
1
0

0
.2
0
×
1
0

0
.1
0
×
1
0

５４

放
流
下
水

－－
１１

－－
２２

－－
３３

－－
４４

臭
気
調
査
地
点
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（（
５５

））
　　

ごご
みみ

質質
分分

析析
結結

果果
（（

焼焼
却却

棟棟
ごご

みみ
ピピ

ッッ
トト

内内
））

平
均

平
均

平
均

晴
雨

曇
曇

―
曇

晴
晴

―
曇

晴
雨

雨
晴

曇
雨

曇
晴

晴
曇

晴
―

―
―

―

紙
・
布
 
類

％

合
成
樹
脂
類

％

ゴ
ム

・
皮

革
類

％

木
・
竹
・
わ
ら
類

％

ち
ゅ
う
芥
類

％

不
 
燃
 
物
 
類

％

そ
 
 
の
 
 
他

％

水
 
 
 
 
 
 
分

％

灰
分

(
生

ご
み

)
％

可
 
 
燃
 
 
分

％ ％

令令
和和

元元
年年

度度
※※

11
令令

和和
２２

年年
度度

令令
和和

３３
年年

度度
※※

22
年年

　　
　　

度度

測
定
年
月
日

天
 
 
 
 
 
 
候

 
 
 
 
 
廃

棄
物

の
処

理
及

び
清

掃
に

関
す

る
法

律
 
及

び
 
東

京
都

廃
棄

物
条

例
に

基
づ

き
、

多
摩

清
掃

工
場

の
焼

却
棟

ご
み

ピ
ッ

ト
内

の
ご

み
質

分
析

を
し

た
結

果
で

す
。

灰
 
分

（
乾

燥
ご

み
）

 
気
 
温
（
℃
）

ご み の 種 類 組 成

単
位
容
積
重
量

ご み の ３ 成 分

低
 
位
 
発
 
熱
 
量

（
計
算
値
）

低
 
位
 
発
 
熱
 
量

（
実
測
値
）

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 予 防 の た め 中 止
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平
均

平
均

晴
晴

晴
雨

晴
雨

晴
晴

晴
晴

曇
晴

―
晴

曇
雨

晴
晴

雨
曇

晴
晴

晴
曇

晴
―

―
―

紙
・
布
 
類

％

合
成
樹
脂
類

％

ゴ
ム

・
皮

革
類

％

木
・

竹
・

わ
ら

類
％

ち
ゅ
う
芥
類

％

不
 
燃
 
物
 
類

％

そ
 
 
の
 
 
他

％

水
 
 
 
 
 
 
分

％

灰
分

(
生

ご
み

)
％

可
 
 
燃
 
 
分

％ ％

令令
和和

５５
年年

度度
令令

和和
４４

年年
度度

※
1
　

固
定
価
格
買
取
制
度
（
F
I
T
制
度
）
の
認
定
に
よ
り
バ
イ
オ
マ
ス
比
率
を
算
出
す
る
た
め
平
成
2
4
年
度
～
平
成
3
0
年
1
2
月
ま
で
月

１
回
、
適
用
期
間
終
了
後
の
平
成
3
0
年

１
月
～
従
前
の

年
４

回
。

※
2
　

令
和
３
年
４
月
～
発
電
余
剰
電
力
の
売
却
契
約
で
報
告
す
る
た
め
月

１
回
。

低
 
位
 
発
 
熱
 
量

（
計
算
値
）

低
 
位
 
発
 
熱
 
量

（
実
測
値
）

灰
 
分

（
乾

燥
ご

み
）

年年
　　

　　
度度

測
定
年
月
日

天
 
 
 
 
 
 
候

ご み の 種 類 組 成

単
位
容
積
重
量

ご み の ３ 成 分

 
気
 
温
（
℃
）
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N
-
１

N
-
２

N
-
３

N
-
４

N
-
５

N
-
１

N
-
２

N
-
３

N
-
４

N
-
５

工
場

騒
音

工
場

振
動

＜
30

規
制

基
準

規
制

基
準

工
場

騒
音

工
場

振
動

＜
30

＜
30

規
制

基
準

規
制

基
準

工
場

騒
音

工
場

振
動

＜
30

規
制

基
準

規
制

基
準

工
場

騒
音

工
場

振
動

＜
30

＜
30

＜
30

規
制

基
準

規
制

基
準

工
場

騒
音

工
場

振
動

規
制

基
準

規
制

基
準

工
場

騒
音

工
場

振
動

＜
30

規
制

基
準

規
制

基
準

工
場

騒
音

工
場

振
動

規
制

基
準

規
制

基
準

工
場

騒
音

工
場

振
動

＜
30

規
制

基
準

規
制

基
準

工
場

騒
音

6
3
※

工
場

振
動

規
制

基
準

規
制

基
準

工
場

騒
音

工
場

振
動

規
制

基
準

規
制

基
準

工
場

騒
音

規
制

基
準

工
場

騒
音

規
制

基
準

工
場

騒
音

規
制

基
準

工
場

騒
音

規
制

基
準

工
場

騒
音

規
制

基
準

工
場

騒
音

規
制

基
準

工
場

騒
音

規
制

基
準

工
場

騒
音

規
制

基
準

工
場

騒
音

規
制

基
準

工
場

騒
音

規
制

基
準

５
R

5
.6

.2
6
～

2
7

8
:0

0
～

2
0
:0

0

2
0
:0

0
～

8
:0

0

  
  
  
  
  
  
騒

音
・
振

動
調

査
地

点
３

R
3
.6

.1
0
～

6
.1

1

４

6
:0

0
～

8
:0

0

8
:0

0
～

2
0
:0

0

6
:0

0
～

8
:0

0

8
:0

0
～

2
0
:0

0

５
R

5
.6

.2
6
～

6
.2

7

2
0
:0

0
～

2
3
:0

0

※
令

和
３

年
度

６
月

の
測

定
で

基
準

値
を

超
過

し
た

。
N

-
5
地

点
は

小
田

急
電

鉄
の

車
庫

と
隣

接
し

て
お

り
、

電
車

の
空

調
音

に
　

よ
る

影
響

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
（
詳

細
は

H
P

参
照

）

2
3
:0

0
～

6
:0

0

2
0
:0

0
～

8
:0

0

４
R

4
.6

.1
3
～

1
4

３２

8
:0

0
～

2
0
:0

0

2
0
:0

0
～

8
:0

0

8
:0

0
～

2
0
:0

0

2
0
:0

0
～

8
:0

0

8
:0

0
～

2
0
:0

0

2
0
:0

0
～

8
:0

0

測
定

日

元
Ｒ

1
.6

.1
3
～

1
4

6
:0

0
～

8
:0

0

元

2
3
:0

0
～

6
:0

0

（（
６６
））
　　
騒騒
音音
・・
振振
動動
調調
査査
結結
果果

　
　

　
　

 
騒

音
規

制
法

・
振

動
規

制
法

及
び

東
京

都
環

境
確

保
条

例
に

基
づ

き
、

多
摩

清
掃

工
場

の
敷

地
境

界
で

の
騒

音
・

振
動

調
査

を
し

た
結

果
で

す
。

（
単

位
：
dB

）

Ｒ
1
.6

.1
3
～

1
4

２
Ｒ

2
.6

.1
1
～

1
2

年
度

②
振

動
調

査

年
度

6
:0

0
～

8
:0

0

時
間

区
分

2
3
:0

0
～

6
:0

0

8
:0

0
～

2
0
:0

0

2
0
:0

0
～

2
3
:0

0

2
3
:0

0
～

6
:0

0

2
0
:0

0
～

2
3
:0

0

8
:0

0
～

2
0
:0

0

2
0
:0

0
～

2
3
:0

0

時
間

区
分

6
:0

0
～

8
:0

0

8
:0

0
～

2
0
:0

0

（
単

位
：
dB

）

Ｒ
2
.6

.1
1
～

1
2

調
　

　
査

　
　

地
　

　
点

調
　

　
査

　
　

地
　

　
点

測
定

日

R
3
.6

.1
0
～

1
1

R
4
.6

.1
3
～

6
.1

4

①
騒

音
調

査

8
:0

0
～

2
0
:0

0

2
0
:0

0
～

2
3
:0

0

2
3
:0

0
～

6
:0

0
－－
１１

－－
２２

－－
３３

－－
５５

－－
４４
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２
号

炉

試
料

名
基

準
値

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
飛

灰
固

化
物

水
 銀

 ま
 た

 は
そ

 の
 化

 合
 物

0
.0

0
5
以

下

カ
ド

ミ
ウ

ム
ま

た
は

そ
 の

 化
 合

 物
0
.0

9
以

下

六
価

ク
ロ

ム
ま

た
は

そ
 の

 化
 合

 物
1
.5

以
下

ヒ
 素

 ま
 た

 は
そ

 の
 化

 合
 物

0
.3

以
下

鉛
  
ま

  
た

  
は

そ
 の

 化
 合

 物
0
.3

以
下

ア
ル

キ
ル

水
銀

化
  
  
合

  
  
物

検
出

さ
れ

な
い

こ
と

セ
レ

ン
ま

た
は

そ
 の

 化
 合

 物
0
.3

以
下

試
料

名
基

準
値

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

焼
却

灰
飛

灰
固

化
物

水
 銀

 ま
 た

 は
そ

 の
 化

 合
 物

0
.0

0
5
以

下

カ
ド

ミ
ウ

ム
ま

た
は

そ
 の

 化
 合

 物
0
.0

9
以

下

六
価

ク
ロ

ム
ま

た
は

そ
 の

 化
 合

 物
1
.5

以
下

ヒ
 素

 ま
 た

 は
そ

 の
 化

 合
 物

0
.3

以
下

鉛
  
ま

  
た

  
は

そ
 の

 化
 合

 物
0
.3

以
下

ア
ル

キ
ル

水
銀

化
  
  
合

  
  
物

検
出

さ
れ

な
い

こ
と

セ
レ

ン
ま

た
は

そ
 の

 化
 合

 物
0
.3

以
下

（（
７７
））
　　
焼焼
却却
灰灰
・・
飛飛
灰灰
固固
化化
物物
溶溶
出出
試試
験験
結結
果果

年
　

  
  

  
　

度

　
　
　

　
廃

棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
 
及

び
 
東

京
都

廃
棄

物
条

例
に

基
づ

き
、

多
摩

清
掃

工
場

か
ら

排
出

さ
れ

た
焼
却
灰
及
び
飛
灰
固
化
物
の
重
金
属
等
溶
出
試
験
を
し
た
結
果
で
す
。

（
単

位
：
ｍ

ｇ
/
l）

令
和

元
年

度

２
号

炉
３

号
炉

２
号

炉
３

号
炉

２
号

炉
運

  
 転

  
 炉

３
号

炉

２
号

炉
３

号
炉

２
号

炉
３

号
炉

令
和

５
年

度

２
号

炉

２
号

炉

２
号

炉
２

号
炉

３
号

炉
運

  
 転

  
 炉

年
　

  
  

  
　

度

令
和

２
年

度

３
号

炉

測
定

年
月

日

測
定

年
月

日

２
号

炉

令
和

３
年

度

令
和

４
年

度

２
号

炉
３

号
炉

２
号

炉
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単
位

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
０

３
以

下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
１

以
下

鉱
油

類
含

有
量

ｍ
ｇ
／

ｌ
５

以
下

動
植

物
油

類
含

有
量

ｍ
ｇ
／

ｌ
３

０
以

下

ｍ
ｇ
／

ｌ
５

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
８

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
１

０
以

下

ｍ
ｇ
／

ｌ
１

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
１

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
３

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
２

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
１

０
以

下

ｍ
ｇ
／

ｌ
１

０
以

下

ｍ
ｇ
／

ｌ
２

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
５

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
０

０
５

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
検

出
さ

れ
な

い
こ

と

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
０

０
３

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
１

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
1
以

下

ｍ
ｇ
／

ｌ
３

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
１

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
０

２
以

下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
２

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
０

４
以

下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
０

６
以

下

ｍ
ｇ
／

ｌ
１

．
０

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
４

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
０

２
以

下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
１

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
０

６
以

下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
０

３
以

下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
２

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
１

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
０

．
５

以
下

ｍ
ｇ
／

ｌ
１

２
０

未
満

ｍ
ｇ
／

ｌ
１

６
未

満

ｍ
ｇ
／

ｌ
６

０
０

未
満

ｍ
ｇ
／

ｌ
６

０
０

未
満

－
５

を
越

え
９

未
満

℃
４

５
未

満

ｍ
ｇ
／

ｌ
２

２
０

未
満

測
定

値
測

定
値

測
定

値
測

定
値

測
定

値
測

定
値

測
定

値
測

定
値

測
定

値
測

定
値

測
定

値
測

定
値

測
定

値
測

定
値

測
定

値
測

定
値

測
定

値

令
和

５
年

度

測
定

値

（（
８８
））
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（（９９））　　放放射射能能等等測測定定結結果果

①敷地境界における空間放射線量率測定 （単位：μSv/h）

工場北側（P-１） 工場東側（P-２） 工場南側（P-３） 工場西側（P-４）

尾根幹線側 総合福祉センター側 多摩清掃工場正門側 小田急車庫側

（１回目）

（２回目）

（３回目）

（４回目）

（５回目）

（６回目）

（７回目）

（８回目）

（９回目）

（10回目）

（11回目）

（12回目）

※測定地点は35ページ「臭気調査地点」と同じです。

　　　　 平成23年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故により放
　　　 出された放射性物質による環境の汚染への対処に関する特別措置法に基づき、多摩清掃工場の
　　　 敷地境界及び排ガス・飛灰・主灰（焼却灰）の測定をした結果です。
　　　 　なお、本測定は令和４年10月から放射性物質汚染対処特措法施行規則第32条第２号により免
　　　 除されましたので、頻度を変更して測定しています。

敷地境界（高さ１ｍの点）

測定年月日
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②
排
ガ
ス
・
飛
灰
固
化
物
・
主
灰
（
焼
却
灰
）
の
放
射
能
濃
度
測
定
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計
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1111　　開開催催事事業業等等ににつついいてて
（（１１））地地域域交交流流事事業業（（たたままかかんんフフェェススタタ））

年度

元
２
３
４

（（２２））唐唐木木田田ククリリーーンンアアッッププ作作戦戦

（（３３））自自衛衛消消防防操操法法大大会会

（（４４））広広報報事事業業

①　たまかんニュース

号数

39号

40号

②　たまかんニュース（地域版）

号数

47号

48号

令和５年
１月

60,550部

「煙突登りにチャレンジ」開催、電力地産地消の取組み、エ
コにこセンターは２０歳（はたち）になりました、エコにこ
センター臨時休館のお知らせ、自衛消防操法大会準優勝、
LINEスタンプ販売中、財政状況の公表、令和３年度決算、環
境測定情報等、令和３年度人事行政の運営等の状況の公表、
唐木田クリーンアップ作戦2022結果報告、第13回たまかん
フェスタ開催報告、構成市からのお知らせ、議会情報、エコ
にこセンターからのお知らせ

唐木田クリーンアップ作戦2023参加者募集、「煙突登りに
チャレンジ」開催のお知らせ、応援ごみ受入れについて

発行部数

令和５年
12月

約3,300部

※令和２・３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止。
優勝

令和４年度令和元年度 令和２年度 令和３年度
99人109人 中止 ※ 92人

令和４年度

※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止し、12月15日～24日
に清掃活動を行う団体を応援する『唐木田清掃活動応援キャンペーン 2020』を開催（環境
組合ほか７団体が参加）。

令和３年度

令和５年度
100人

1,300人

2,726人

６団体

７団体
代替イベント「秋のたまかん特別見学会」を実施。延べ95人参加

　 平成27年度から実行委員会方式に移行し、地域の住民と事業所の協働により清掃活動を
   行っています。

来場者数開催日

10月16日 ７団体15団体

出演数出店数

4,007人
10月15日

10月20日
10月18日

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止

18団体

16団体

「第14回たまかんフェスタ」今年も開催、リチウムイオン電
池はリサイクルできるんデス！、タマちゃんLINEスタンプ発
売中、ISO14001令和５年度の取組について、環境測定情報
等、財政状況の公表、令和５年度の予算、令和４年度ごみ搬
入量・最終処分場への搬出量、構成市からのお知らせ、議会
情報、エコにこセンターからのお知らせ

令和５年
９月

60,550部

掲載内容

たまかんフェスタ開催案内

発行

令和５年
９月

発行部数

約3,300部

　　清掃工場周辺のお宅に職員が戸別配布を行っています。

　 平成20年度から地域交流事業たまかんフェスタを開催しています。

　 多摩ニュータウン環境組合では自主防火防災活動の一環として、自衛消防操法大会に出場
   しています。

　　年２回発行しています。

掲載内容発行

中止 ※
令和２年度
中止 ※

令和元年度
優　勝

令和５年度
準優勝

備　考

唐木田コミセンのみ同日開催

四館合同スタンプラリー実施

三館同時開催
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（（５５））施施設設見見学学にに関関すするる事事項項

①　一般施設見学

②　こども清掃工場見学会

③　煙突登りにチャレンジ

※　令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止。

④　たまかんフェスタ特別施設見学会

※2　令和３年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、たまかんフェスタは中止。

⑤　施設見学者数合計　①～④

（（６６））多多摩摩清清掃掃工工場場運運営営状状況況のの報報告告会会・・地地元元協協議議会会

※ 令和元年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、開催時期を３月から令和２年７月に変更。

令和5年8月19日

令和５年度

人数 回数

協議会
令和3年8月26日 令和4年8月21日

令和4年3月26日 令和5年3月19日

報告会
令和2年7月18日

令和3年3月27日

令和３年度から継続して地元協議会を８月に開催しました。定例の運営状況報告の他、構成市間応援協定に基づく
ごみ受入状況の報告、今年度から開始する近隣の最新施設視察会の予定について説明。視察は３月に実施予定で
あったが、令和５年12月15日に発生した電気設備火災対応を優先し、年度内の開催は中止した。令和６年度当初
に、火災対応に関する報告会を開く予定として、各委員に通知した。

年　度 令和元年度　※ 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

回数 人数 回数 人数 回数

合 計

種　別 人数 回数 人数 回数 人数

※1  令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、たまかんフェスタは中止。秋のたまかん

　　 特別見学会を実施。

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

回数 人数 回数 人数 回数

計

種　別 人数 回数 人数

　たまかんフェスタの開催日に限り、一般施設見学では入れない場所への見学を行いました。

年　度 令和元年度 令和２年度　※1 令和３年度　※2 令和４年度

回数 人数 回数 人数 回数

計

種　別 人数 回数 人数 回数 人数

　一般施設見学では入れない清掃工場の煙突登り体験を行いました。

年　度 令和元年度 令和２年度　※ 令和３年度 令和４年度 令和５年度

新型コロナウイルス
感染症拡大防止の観
点から中止

常時見学受付してお
りイベントでの見学
会は廃止

常時見学受付してお
りイベントでの見学
会は廃止

大人

計

新型コロナウイルス
感染症拡大防止の観
点から中止

回数 人数 回数 人数 回数

子ども

種　別 人数 回数 人数 回数 人数

　夏休み期間に親子を対象とした施設見学を行いました。

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

計

自治体関係

人数 団体数 人数 団体数人数

一般（個人）

一般（団体）

　小学校の社会科見学をはじめ一般の方等にも随時、施設見学を行いました。

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

小学校（社会科見学）

団体種類 人数 団体数 人数 団体数 団体数

（（５５））施施設設見見学学にに関関すするる事事項項

①　一般施設見学

②　こども清掃工場見学会

③　煙突登りにチャレンジ

※　令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止。

④　たまかんフェスタ特別施設見学会

※2　令和３年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、たまかんフェスタは中止。

⑤　施設見学者数合計　①～④

（（６６））多多摩摩清清掃掃工工場場運運営営状状況況のの報報告告会会・・地地元元協協議議会会

※ 令和元年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、開催時期を３月から令和２年７月に変更。

　小学校の社会科見学をはじめ一般の方等にも随時、施設見学を行いました。

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

小学校（社会科見学）

団体種類 人数 団体数 人数 団体数 団体数 人数 団体数 人数 団体数人数

一般（個人）

一般（団体）

計

自治体関係

　夏休み期間に親子を対象とした施設見学を行いました。

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

回数 人数 回数 人数 回数

子ども

種　別 人数 回数 人数 回数 人数

　一般施設見学では入れない清掃工場の煙突登り体験を行いました。

年　度 令和元年度 令和２年度　※ 令和３年度 令和４年度 令和５年度

新型コロナウイルス
感染症拡大防止の観
点から中止

常時見学受付してお
りイベントでの見学
会は廃止

大人

計

新型コロナウイルス
感染症拡大防止の観
点から中止

回数 人数 回数 人数 回数

計

種　別 人数 回数 人数 回数 人数

　たまかんフェスタの開催日に限り、一般施設見学では入れない場所への見学を行いました。

年　度 令和元年度 令和２年度　※1 令和３年度　※2 令和４年度

回数 人数 回数 人数 回数

計

種　別 人数 回数 人数

※1  令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、たまかんフェスタは中止。秋のたまかん

　　 特別見学会を実施。

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

回数 人数 回数 人数 回数

合 計

種　別 人数 回数 人数 回数 人数

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

令和5年8月19日

令和５年度

人数 回数

協議会
令和3年8月26日 令和4年8月21日

令和4年3月26日 令和5年3月19日

報告会
令和2年7月18日

令和3年3月27日

令和３年度から継続して地元協議会を８月に開催しました。定例の運営状況報告の他、構成市間応援協定に基づく
ごみ受入状況の報告、今年度から開始する近隣の最新施設視察会の予定について説明。視察は３月に実施予定で
あったが、令和５年12月15日に発生した電気設備火災対応を優先し、年度内の開催は中止した。令和６年度当初
に、火災対応に関する報告会を開く予定として、各委員に通知した。

年　度 令和元年度　※
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５
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６
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７
月

８
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９
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

３
月

計

※
使
用
量
(
k
W
h
)
が
０
の
月
は
基
本
料
金
の
み
の
額
に
な
り
ま
す
。
（
基
本
料
金
は
年
度
や
月
ご
と
の
使
用
量
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。
）

※
令
和
３
年
1
1
月
の
料
金
が
０
円
な
の
は
、
前
月
の
電
気
使
用
時
に
一
定
の
節
電
を
行
い
、
料
金
減
額
の
対
象
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

令
和
５
年
度

　　
　　

11
22
　　

そそ
のの

他他
のの

資資
料料

　　
　　

（（
１１

））
　　

光光
熱熱

水水
費費

のの
推推

移移

　
　

 ①
　

電
気

料
金

　
　

　
　

　
電

気
は

ご
み

処
理

機
器

の
動

力
と

照
明

な
ど

に
使

用
し

て
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。
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お
、
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み

焼
却

に
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り
発

生
し

た
高
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高

圧
蒸

気
を

利
用
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蒸
気
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発
電

機
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さ
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、

工
場

内
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れ
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す
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、
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期
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却
炉
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全

炉
停
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す
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際
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は

電
力
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購

入
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て
い
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。

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度
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６
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７
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８
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９
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２
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３
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２
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３
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５
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２
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３
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５
年
度
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水

道
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井

戸
水

と
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に
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可
燃

ご
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却

に
よ

り
発

生
す

る
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ガ
ス

の
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却
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使
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さ
れ

て
い

ま
す
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令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

※
　
下
水
道
使
用
量
に
は
井
戸
水
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
水
道
使
用
量
を
上
回
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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（（２２））　　売売電電電電力力量量とと売売電電収収入入のの推推移移

　ごみの焼却により発生した余熱を利用して、蒸気タービン発電機で発電しています。その電
力は、工場内で使用し、余った電力は小売電気事業者に売却しています。

項　　目 単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

４月
売電電力量 kＷh

売電収入 円

５月
売電電力量 kＷh

売電収入 円

６月
売電電力量 kＷh

売電収入 円

７月
売電電力量 kＷh

売電収入 円

８月
売電電力量 kＷh

売電収入 円

９月
売電電力量 kＷh

売電収入 円

10月
売電電力量 kＷh

売電収入 円

11月
売電電力量 kＷh

売電収入 円

12月
売電電力量 kＷh

売電収入 円

１月
売電電力量 kＷh

売電収入 円

２月
売電電力量 kＷh

売電収入 円

３月
売電電力量 kＷh

売電収入 円

計
売電電力量 kＷh

※令和５年度は12月15日に発生した電気設備火災の影響により発電機が故障したため発電ができま
せんでした。

売電収入 円
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　令和２年度は供給先の施設において、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための休館と、

10月から３月までの半年間に改修工事による一部休館があったため、例年と比較して熱量供給が

できなかったため、12月の供給量が例年と比較して減少しており、１月の供給量は0.0GJとなって

計

　令和５年度は12月15日に発生した電気設備火災の影響により、２月７日まで焼却設備が稼働

３月

２月

１月

12月

11月

10月

９月

８月

７月

６月

令和４年度 令和５年度

５月

４月

　　    （（３３））　　熱熱量量供供給給のの推推移移

　 ごみの焼却により発生した熱を利用して熱供給しています。

（単位：ＧＪ（ギガジュール））

令和元年度 令和２年度 令和３年度

います。

　 多摩清掃工場に隣接する多摩市総合福祉センターと多摩市立温水プールに提供した熱量です。

減少しています。
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多多摩摩ニニュューータタウウンン環環境境組組合合関関連連のの年年表表

年月 主な出来事

昭和 年 月 東京都は清掃工場建設場所を多摩町落合棚原地区に内定

昭和 年 月 東京都は建設計画を地元に提示

昭和 年 ４月 落合ごみ焼却場反対連合協議会は多摩町議会に設置反対の請願提出

昭和 年 ６月 東京都、多摩町及び反対連合協議会間で地元要望を取り入れた覚書締結

昭和 年 月 関係市（八王子市、町田市、多摩市、稲城市）及び新住宅市街地開発事業施行者間

で、設置場所、規模、都市計画決定等について覚書締結

昭和 年 ７月 多摩清掃工場（第一期施設）建設着工

昭和 年 月 多摩市と新住宅市街地開発事業施行者間で、清掃工場建設に伴う事業費の負担方法、

負担額等について協定書締結

昭和 年 ４月 多摩清掃工場（第一期施設）竣工・稼動 ｔ／日（ ｔ／日×２炉）

昭和 年 ３月 粗大ごみ処理施設（第一期施設）竣工・稼動 ｔ／５ｈ

平成 ５年 ４月 １日付で八王子市・町田市・多摩市で構成する多摩ニュータウン環境組合設立を東

京都知事が認可

平成 ６年 ７月 焼却棟（第二期施設）建設着工

平成 年 ３月 焼却棟（第二期施設）竣工 ｔ／日（ ｔ／日×２炉）

平成 年 ７月 不燃・粗大ごみ処理棟（第二期施設）及びリサイクルセンター建設着工

平成 年 ２月 管理棟建設着工

平成 年 ３月 不燃・粗大ごみ処理施設（第二期施設）、リサイクルセンター、管理棟竣工・稼働

・不燃系 ｔ／５ｈ（ ｔ／５ｈ×２系列）

・粗大系 ｔ／５ｈ（５ｔ／５ｈ×２系列）

平成 年 ４月 町田市小山ヶ丘地区のごみ搬入開始

平成 年 月 家庭系ごみ有料化・戸別収集開始（八王子市）

平成 年 月 家庭系ごみ有料化・戸別収集開始（町田市）

平成 年 ７月 東京たま広域資源循環組合のエコセメント化施設本格稼働

平成 年 ４月

～ 年 月

調布市の可燃ごみの受入れ（多摩地域ごみ処理広域支援体制）

平成 年 ４月 家庭系ごみ有料化・プラスチック収集開始（多摩市）

平成 年 ７月 多摩川衛生組合の可燃ごみの受入れ（多摩地域ごみ処理広域支援体制）

平成 年 月 プラスチック収集開始（八王子市）

平成 年 月

～令和４年３月

八王子市拡大区域の可燃ごみの受入れ（「新」館清掃施設整備のため）

平成 年 月

～ 年 ３月

小金井市の可燃ごみの受入れ（多摩地域ごみ処理広域支援体制）

平成 年 ７月

～ 年 ３月

東日本大震災で発生した宮城県女川町の災害廃棄物の受入れ

平成 年 ４月

～ 年 ３月

令和 年度まで施設を使用するための延命化工事実施



― 53 ―
 

平成 年 ４月 不燃残渣の資源化（熱回収）により二ツ塚処分場へ埋立「ゼロ」実現

平成 年 ４月 町田市小山ヶ丘地区の事業系ごみ搬入開始

平成 年 月 多摩ニュータウン環境組合設立 周年記念式典開催

令和元年 月 町田市上小山田町山中地区からの粗大ごみ持込み受入れ開始

令和２年 ４月

～ 月

令和元年台風第 号で発生した宮城県大崎市の災害廃棄物の受入れ

令和２年 月 令和４年４月からのごみ処理区域再編にかかる多摩ニュータウン環境組合規約の変

更を東京都知事が許可

令和３年 ２月 新型コロナウイルス感染症の軽症者等の宿泊療養施設のごみ処理支援

（多摩川衛生組合の埋火期間中のごみ処理支援）

令和３年 月 飛灰のままの状態で特殊車両による東京たま広域資源循環組合エコセメント化施設

への搬入開始

令和４年 ２月 新型コロナウイルス感染症の軽症者等の宿泊療養施設のごみ処理支援

（多摩川衛生組合の埋火期間中のごみ処理支援）

令和４年 ３月 東京都と「災害時における施設使用等に関する協定」締結

令和４年 ４月 新たなごみ処理区域に変更

令和４年 ４月 町田市バイオエネルギーセンターで処理しきれない町田市家庭系可燃ごみの処理支

援開始

令和４年 ４月 多摩清掃工場で発電した 排出ゼロ電力を多摩市内の公共施設へ供給する電力の

地産地消事業開始

令和４年 月 「多摩清掃工場施設老朽化対応の基本方針」策定

令和５年 月 正副管理者会議にて、多摩清掃工場の新焼却施設は、令和 （ ）年度までに建

設し、令和 （ ）年度当初から本稼働とすることを合意

令和６年 １月 多摩川衛生組合に可燃ごみを搬出（多摩地域ごみ処理広域支援体制）
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